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対面＋併用

・
用
併
・
ン
イ
ラ
ン
オ
、
し
計
集
を
ス
バ
ラ
シ
。
％
合
割
る
め
占
に
数
業
授
の
体
全

文
、
は
明
不
。
た
し
と
明
不
は
合
場
い
な
い
て
し
載
記
も
と
れ
ず
い
の
面
対

22
、

会
社

23

他
の
そ
、

15

室̶
̶

）。
目
科
講
開

扉の一言

地
球
が
丸
い
よ
う
に
、
人
の
心
も
丸
く
あ
れ
ば

平
和
は
実
現
で
き
る

朴
南
珠
（
被
爆
者
）

新月祭2020
オンライン開催決まる

２面

問われるあり方 大学ミスコン
　性差別や外見差別といっ
た批判を受け、コンテストの
廃止や性別を不問にするな
ど各大学で対応が広がって
いる。

８面

悲願の日本一へ
関学サッカー部

　関西で強豪の関学サッカー
部は今季、インカレで５年ぶ
り二度目の優勝を狙う。選手
らが今季への思いを語った。

４・５面

　
「
や
っ
と
故
郷
で
死
ね
る
」。

難
民
だ
っ
た
老
女
が
祖
国
に

帰
っ
て
き
た
時
に
発
し
た
言
葉

で
あ
る
。
現
地
で
帰
還
を
支
援

し
た
高
嶋
由
美
子
さ
ん
は
、
難

民
の
幸
せ
を
実
現
す
る
こ
と
こ

そ
、
自
分
の
存
在
意
義
で
あ
る

と
感
じ
た

春
学
期
に
開
講

さ
れ
た
「
合
同
演
習
Ｄ
」
の
中

で
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
職
員

で
あ
る
高
嶋
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
あ
っ
た
。
高
嶋
さ
ん

は
現
場
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
理
由

を
語
っ
た

高
嶋
さ
ん
が
国
連

職
員
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、

現
場
の
声
を
聞
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
だ
っ
た
。
大
学
院
で
ル
ワ

ン
ダ
虐
殺
を
研
究
し
て
い
た
が
、

学
会
で
生
存
者
の
証
言
を
聞
き
、

文
献
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
数
々

の
事
実
に
衝
撃
を
受
け
た
。
国
連

職
員
と
な
り
、
自
分
の
目
で
現
場

を
確
か
め
る
こ
と
を
決
め
た

高
嶋
さ
ん
に
と
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

で
働
く
こ
と
は
、
現
地
の
人
々
と

一
緒
に
未
来
を
切
り
開
く
こ
と

だ
。
世
界
各
地
で
発
生
す
る
難
民

と
向
き
合
う
中
で
、
同
じ
人
間
と

し
て
難
民
問
題
に
向
き
合
う
必
要

性
を
感
じ
た
と
い
う
。
難
民
と

同
じ
目
線
で
、
難
民
問
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
な

の
だ

難
民
は
自
ら
望
ん
で

難
民
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
取
り
巻
く
環
境
が
導
い�

た
。
難
民
を
自
分
と
は
違
う
人

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
話
を

聞
き
、
違
い
が
生
ま
れ
た
理
由

を
考
え
る
と
、
相
手
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る

た
ま
た

ま
紛
争
の
な
い
今
の
日
本
で
生

き
る
私
た
ち
。
難
民
を
含
む
自

分
の
背
景
と
は
異
な
る
人
々
の

生
の
声
を
聞
き
、
同
じ
人
間
と

し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た

い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
戻
る

対
面
授
業
は
限
定
的

半年ぶり
「
通
常
の
学
費
を
納
め
る
の
は
お
か
し
い
」

有
志
学
生
が
学
長
に
嘆
願
書
提
出

　
関
西
学
院
大
学
教
育
学
部
４
年

の
江
頭
翔
太
朗
さ
ん
は
９
月
８
日

午
後
、
学
費
の
一
部
返
金
と
減
額

を
求
め
る
署
名
４
３
８
人
分
を
同

大
の
村
田
治
学
長
宛
て
に
提
出
し

た
。
江
頭
さ
ん
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
授
業
や
課
外
活

動
な
ど
の
学
生
活
動
が
大
幅
に
制

限
さ
れ
な
が
ら
、
例
年
通
り
の
学

費
を
払
う
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、

８
月
24
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
署

名
を
募
っ
て
い
た
。

　
江
頭
さ
ん
は
「
大
学
の
授
業
や

施
設
を
利
用
し
た
知
識
の
蓄
積
や

　
関
西
学
院
大
学
の
秋
学
期
が
９

月
23
日
に
始
ま
っ
た
。
授
業
の
一

部
は
対
面
形
式
に
な
っ
た
が
、
関

西
学
院
大
学
新
聞
の
調
べ
で
は
西

宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
対

面
授
業
の
割
合
は
全
体
の
23
％
。

授
業
の
大
半
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
春
学
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
原

則
全
て
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

研け
ん

鑽さ
ん

が
十
分
に
で
き
な
い
状
況

で
、
通
常
の
学
費
を
納
め
る
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
た
」
と
い
う
。
春

学
期
に
受
け
た
授
業
の
大
半
は
課

題
の
提
出
を
求
め
る
オ
ン
デ
マ
ン

ド
型
で
、
双
方
向
型
の
授
業
は
少

な
か
っ
た
。
課
外
活
動
も
再
開
し

つ
つ
あ
る
が
、
人
数
や
時
間
に
制

限
が
あ
る
と
い
う
。

　
学
生
や
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
た
。「
大
学
生
活
が

大
き
く
変
化
し
、
多
く
の
１
、２

年
生
が
戸
惑
っ
て
い
る
」
と
江
頭

さ
ん
。
保
護
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た

子
供
を
心
配
す
る
声
が
目
立
っ

た
。

　
江
頭
さ
ん
は
、「
本
当
に
困
っ

て
い
る
学
生
と
大
学
の
明
る
い
未

来
の
た
め
に
、（
学
長
は
）
嘆
願

書
を
読
み
、
検
討
し
て
欲
し
い
」

と
話
し
た
。�

（
難
波
千
聖
）江頭翔太朗さん

　
関
西
学
院
大
学
教
育
学
部
の
学
生
ら
が
、

国
連
が
採
択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
を
楽
し
く
学
べ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

か
る
た
」
を
作
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
ら
な

い
人
や
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
の
た
め
に

「
誰
で
も
分
か
り
や
す
く
」
を
意
識
し
、
工

夫
を
こ
ら
し
た
。

　
か
る
た
を
作
っ
た
の
は
、
環
境
教
育
な
ど

を
学
ぶ
湊
秋
作
教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
３

～
４
年
生
18
人
。
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
国
際
社
会
が
達

成
す
べ
き
17
項
目
の
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。
ゼ

ミ
生
の
多
く
は
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近

に
感
じ
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
絵
札
や
読
み
札
を
工
夫
し
た
。
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
ト
ミ
タ
・
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
が
手

が
け
た
絵
は
シ
ン
プ
ル
で
誰
で
も
理
解
し
や

す
い
。
読
み
札
も
く
だ
け
た
言
葉
遣
い
で
、

韻
を
踏
む
な
ど
ゼ
ミ
生
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。

　
１
セ
ッ
ト
４
０
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
、
関
西

学
院
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

（
吉
永
美
咲
）製作した「SDGsかるた」を手にする教育学部の学生

開
講
さ
れ
た
。大
学
は
９
月
７
日
、

学
長
名
で
「
秋
学
期
の
授
業
開
始

と
同
時
に（
学
生
に
対
す
る
）キ
ャ

ン
パ
ス
の
立
ち
入
り
禁
止
を
全
面

解
除
す
る
」
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
ゼ
ミ

や
実
験
科
目
、
語
学
を
中
心
に
対

面
授
業
を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。

　
関
西
学
院
大
学
新
聞
は
９
月
27

日
～
30
日
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
る
シ
ラ
バ
ス

（
講
義
概
要
）
を
集
計
。
対
面
授

業
は
全
体
の
23
％
、
オ
ン
ラ
イ
ン

と
対
面
を
併
用
す
る
授
業
を
加
え

て
も
27
・
７
％
に
留
ま
っ
た
。

　
学
部
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
る

こ
と
も
分
か
っ
た
。
国
際
学
部
が

34
・
６
％
の
授
業
を
対
面
で
実
施

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
社
会
学

部
は
１
・
３
％
だ
っ
た
。
社
会
学

部
は
学
長
が
、
対
面
で
の
授
業
が

重
要
と
な
る
科
目
と
し
て
挙
げ
た

言
語
科
目
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講

し
て
い
る
。

　
対
面
授
業
を
増
や
す
に
は
課
題

が
多
い
。
社
会
学
部
関
係
者
は

「
対
面
授
業
を
増
や
す
と
、
学
生

が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
学
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
う
と
回
線
が

混
雑
し
、
教
員
が
大
学
で
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
す
る
妨
げ
に
な
っ
て

し
ま
う
」
と
説
明
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
管
理
す
る
大

学
の
情
報
管
理
機
構
は
回
線
を
強

化
す
る
予
定
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
予
防
も
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
か
ら
「
秋
学
期
中
に
対

面
授
業
を
増
や
す
の
は
難
し
い
」

（
同
関
係
者
）
と
し
た
。

SDGs学ぶかるた 教育学部生が製作
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関
西
学
院
大
学
の
大
学
祭
実
行

委
員
会
は
８
月
４
日
、今
年
の「
新

月
祭
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
く
と

発
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開

催
が
難
し
い
と
判
断
し
た
。
学
生

は
演
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
す
る
。
出

演
す
る
学
生
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
や

集
客
な
ど
課
題
は
多
い
。

　
７
月
下
旬
ま
で
、
対
面
で
の
縮

小
開
催
に
向
け
て
実
行
委
は
協
議

を
重
ね
て
い
た
。
感
染
拡
大
は
収

ま
ら
ず
、
参
加
者
や
委
員
か
ら
不

安
の
声
が
多
く
な
っ
た
。「
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
っ
て
も
新
月
祭
に
参

加
し
た
い
」
と
い
う
学
生
の
声
が

後
押
し
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

決
め
た
。
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。

　
関
西
学
院
大
の
卒
業
生
で
、
元

プ
ロ
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
中
澤
舞

さ
ん
（
30
）
は
９
月
１
日
、
兵
庫

県
宝
塚
市
に
バ
レ
エ
教
室
「
Ｍ
ａ
ｉ
　	

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ
　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
」

を
開
い
た
。
コ
ロ
ナ
渦
で
練
習
機
会

を
奪
わ
れ
、
や
る
気
を
な
く
す
子
供

た
ち
の
姿
を
見
て
設
立
を
決
め
た
。

　
中
澤
さ
ん
は
、
８
歳
で
姉
が

通
っ
て
い
た
地
元
の
バ
レ
エ
教
室

に
入
門
。
大
阪
府
立
北
野
高
校
に

入
学
後
、
本
格
的
に
バ
レ
エ
を
す

る
た
め
、
尼
崎
市
の
強
豪
ス
ク
ー

ル
に
移
籍
。
自
宅
か
ら
往
復
２
時

間
か
け
て
毎
日
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
た
。

　
高
校
在
学
中
、
プ
ロ
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
を
目
指
す
も
叶
わ
ず
、
大

学
進
学
を
決
め
た
。
練
習
拠
点
に

近
い
、
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部

に
入
学
。
大
学
が
終
わ
っ
て
か
ら

夜
遅
く
ま
で
練
習
す
る
日
々
を

　
関
西
学
院
大
学
教
務
機
構
は
こ

の
ほ
ど
、
来
年
度
か
ら
授
業
時
間

を
変
更
す
る
と
発
表
し
た
。
90
分

だ
っ
た
授
業
時
間
は
１
０
０
分
に

な
る
。
学
生
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に

影
響
が
あ
る
と
の
懸
念
も
あ
る
。

　
授
業
時
間
は
司
法
研
究
科
（
西

宮
北
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
除
く
全

て
の
学
部
・
研
究
科
で
変
更
。
窓

口
や
施
設
の
開
設
時
間
は
決
定
次

第
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発

表
さ
れ
る
。

　
大
学
は
、
授
業
時
間
変
更
で
知

識
伝
達
型
の
授
業
形
態
の
脱
却
を

目
指
す
。
教
員
と
学
生
が
互
い
に

意
思
疎
通
を
図
る
双
方
向
型
の
授

業
へ
転
換
し
、
学
生
自
身
の
主
体

　
関
西
学
院
大
学
体
育
会
学
生
本

部
は
９
月
20
〜
21
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
、大
学
公
認
の
部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
た
。
同
大
に
入
学
を
考
え
て
い

る
高
校
生
も
参
加
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

テ
ム
「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
を
活
用
。
体

育
会
の
部
活
動
や
、
文
化
系
の
部

活
動
、
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
な
ど

約
50
団
体
が
参
加
し
た
。
持
ち
時

間
10
分
で
、
自
団
体
を
ア
ピ
ー
ル

　
関
西
学
院
大
学
軟
式
野
球
同
好

会
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
は
８
月
30
日
、
関

西
六
大
学
学
生
軟
式
野
球
連
盟
の

秋
季
リ
ー
グ
出
場
を
辞
退
す
る
と

発
表
し
た
。
同
リ
ー
グ
は
来
月
１

日
か
ら
、
関
学
大
を
除
く
５
大
学

で
開
催
す
る
。

　
同
会
に
よ
る
と
関
学
大
は
、
大

学
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

警
戒
レ
ベ
ル
が
下
が
ら
な
い
こ
と

を
理
由
に
リ
ー
グ
戦
へ
の
参
加
を

認
め
な
か
っ
た
。
リ
ー
グ
初
戦
２

日
前
の
発
表
と
な
っ
た
。

　
連
盟
に
は
関
学
大
・
大
阪
市
立

大
・
関
西
大
・
甲
南
大
・
同
志
社
大
・

立
命
館
大
が
所
属
。
多
く
の
大
学

は
体
育
会
軟
式
野
球
部
だ
が
、
関

学
大
は
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

　
主
将
で
理
工
学
部
３
年
の
山
口

拓
真
さ
ん
は
「
今
年
で
引
退
す
る
３

年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
リ
ー
グ
戦

だ
っ
た
の
で
本
当
に
悔
し
い
」
と
し

つ
つ
「
後
輩
た
ち
に
リ
ー
グ
戦
優
勝

の
夢
を
託
し
た
い
」
と
冷
静
に
受
け

止
め
て
い
る
。	

（
木
村
航
太
）

　
国
内
の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
決
定

版
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
２
０
２
０

ミ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
大
阪
大
会
が

８
月
４
日
、
大
阪
市
中
央
会
館

ホ
ー
ル
で
あ
り
、
関
西
学
院
大
学

経
済
学
部
３
年
の
宮
丸
久
実
さ
ん

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

　
女
性
に
笑
顔
と
勇
気
を
与
え
ら

れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
モ
デ
ル
と
し
て
活
動
す

る
宮
丸
さ
ん
。
事
前
審
査
を
勝
ち

抜
い
た
７
人
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
い
た
。「
女
性
と
し
て
の

美
し
さ
は
、
女
性
の
持
つ
意
思
や

自
分
ら
し
さ
か
ら
あ
ふ
れ
る
も

の
。
今
回
の
大
会
で
も
内
な
る
美

や
立
ち
居
振
る
舞
い
に
重
点
を
置

い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
同
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
無
観
客
開
催
と
な
っ

た
。
宮
丸
さ
ん
は
「
大
会
に
向
け

準
備
を
し
て
き
た
出
場
者
に
と
っ

て
、
一
度
中
止
に
な
っ
た
大
阪
大

会
が
無
観
客
と
い
う
形
で
も
開
催

さ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
謝

の
思
い
を
語
っ
た
。	（
壷
山
千
種
）

　
屋
内
外
で
披
露
し
て
い
た
ス

テ
ー
ジ
は
事
前
収
録
し
、
編
集
し

た
も
の
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配

信
。
課
外
活
動
の
自
粛
で
触
れ
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
新
入
生
に
向

け
て
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
紹

介
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
実
行
委
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
出
演

者
が
動
画
の
撮
影
や
編
集
を
し
て

い
る
。
９
月
23
日
か
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
撮
影
を
開
始
し
た
。
新
歓

の
時
期
と
重
な
り
、
動
画
の
回
収

は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

実
行
委
は
「
完
成
へ
の
道
の
り
は

見
え
て
い
る
。
全
て
の
団
体
が
予

定
通
り
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
サ

ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
実
行
委
の
活

送
っ
た
。
２
年
生
ま
で
に
ほ
と
ん

ど
の
単
位
を
取
り
、
３
年
生
か
ら

は
東
京
で
バ
レ
エ
に
集
中
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
夢
を
捨
て
き
れ

ず
、２
社
の
内
定
を
辞
退
し
渡
米
。

２
０
１
３
年
か
ら
４
年
間
、
ア
メ

リ
カ
の
バ
レ
エ
団
で
主
要
キ
ャ
ス

ト
と
し
て
活
躍
。
現
地
の
バ
レ
エ

ス
ク
ー
ル
で
指
導
も
し
た
。

　
退
団
後
、
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の

活
動
に
区
切
り
を
付
け
、
指
導
者

に
専
念
。
帰
国
後
は
、
古
巣
の
バ

レ
エ
ス
ク
ー
ル
で
２
年
間
、
下
積

み
を
し
た
。

　
開
校
し
た
バ
レ
エ
教
室
に
は
、

早
く
も
生
徒
の
姿
が
あ
る
。「
ど

ん
な
状
況
で
も
、
努
力
し
続
け
る

力
を
子
供
た
ち
に
持
た
せ
て
あ
げ

た
い
。
努
力
の
先
に
見
え
る
世
界

を
見
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
壷
山
千
種
）

的
な
学
び
を
促
す
「
授
業
改
革
」

も
後
押
し
す
る
と
し
て
い
る
。

　
遠
方
か
ら
通
う
学
生
か
ら
は
、

生
活
サ
イ
ク
ル
へ
の
影
響
や
、
交

通
の
利
便
性
を
懸
念
す
る
声
が
目

立
つ
。
文
学
部
２
年
の
男
子
学
生

は
「
１
時
限
目
の
開
始
時
間
が
早
く

な
る
と
、
通
学
時
間
の
長
い
学
生
に

混
乱
を
生
む
の
で
は
」
と
話
す
。

　
近
年
、
全
国
の
大
学
で
授
業
時

間
の
延
長
が
相
次
い
で
い
る
。
明

治
大
は
２
０
１
７
年
、
授
業
時
間

を
１
０
０
分
に
延
ば
し
、
１
学
期

の
授
業
コ
マ
数
を
15
回
か
ら
14
回

に
減
ら
し
た
。
変
更
で
日
程
に
余

裕
が
で
き
、
大
学
祭
前
の
１
週
間

を
休
講
に
し
た
。

　
若
者
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
投
票
で
き
る

よ
う
な
ま
ち
に
し
よ
う
と
集
ま
っ
た
有
志
の

学
生
ら
は
、
三
田
市
に
住
む
若
者
に
10
月
４

日
投
開
票
の
兵
庫
県
三
田
市
議
選
の
投
票
を

促
す
取
り
組
み
「
Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
　

Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ａ
（
ボ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
サ
ン
ダ
）」

を
し
て
い
る
。
関
西
学
院
大
か
ら
は
４
人
が

参
加
し
た
。「
10
代
の
投
票
率
を
80
％
に
す

る
」を
目
標
に
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
、
若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
て
る

よ
う
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
選
挙
の
概
要
や
三
田

市
議
の
仕
事
、
投
票
の
方
法
な
ど
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
。若
者
の
人
口
の
少
な
さ
や
、

前
回
の
投
票
率
の
低
さ
な
ど
を
視
覚
的
に
示

し
、
若
者
向
け
の
政
策
が
通
り
に
く
い
現
状

を
伝
え
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
内
の

高
校
で
配
布
し
、
飲
食
店
な
ど
に
も
置
い
て

も
ら
っ
た
。

　
若
者
に
投
票
を
促
す
た
め
に
、
イ
ン
ス
タ

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
従
来
通
り
の
新
入
生
歓
迎

が
で
き
な
い
中
、
同
本
部
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
部
活
動
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

至
っ
た
。ラ
ク
ロ
ス
部
や
馬
術
部
、

重
量
挙
部
な
ど
大
学
か
ら
競
技
を

始
め
る
人
の
多
い
部
活
動
に
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
顕
著
に
出
て
い
る
と

い
う
。	

（
林
　
昂
汰
）

動
が
見
え
な
い
中
、
集
客
も
課
題

だ
。
模
擬
店
の
中
止
や
感
染
対
策

が
不
要
と
な
っ
た
こ
と
で
余
っ
た

予
算
を
活
用
し
、
豪
華
な
ゲ
ス
ト

を
招
い
た
。
人
気
の
漫
才
コ
ン
ビ

や
卒
業
生
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
出

演
す
る
。
文
学
部
３
年
で
新
月
祭

の
松
田
将
成
実
行
委
員
長
は
、「
学

生
の
企
画
を
よ
り
多
く
の
人
に
届

け
る
た
め
に
ゲ
ス
ト
を
招
く
と
決

め
た
」
と
説
明
し
、「
ゲ
ス
ト
で

も
関
学
ら
し
さ
を
出
せ
る
よ
う
に

考
え
た
」
と
話
す
。

　
目
指
す
の
は
、
関
わ
っ
た
全
て

の
人
が
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
大
学
祭
。
松
田
委
員
長
は
「
前

例
が
な
い
不
安
は
大
き
い
が
、
で

き
る
こ
と
は
全
部
や
る
。（
人
と

人
の
）
つ
な
が
り
を
大
切
に
乗
り

越
え
た
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　
開
催
は
10
月
24
日
〜
25
日
、
11

月
７
日
〜
８
日
。
参
加
方
法
は
実

行
委
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
＠
ｓ

ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｉ
）で
。

（
難
波
千
聖
）

　
関
西
で
も
昨
年
、
大
阪
市
立
大

が
１
０
０
分
授
業
を
導
入
。
関
学

大
も
他
大
学
に
追
随
す
る
形
に

な
っ
た
。	

（
木
村
航
太
）

グ
ラ
ム
で
も
選
挙
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

候
補
者
情
報
の
掲
載
に
力
を
入
れ
た
。
神
戸

新
聞
社
と
協
力
し
、
候
補
者
か
ら
最
も
力
を

入
れ
る
政
策
内
容
と
若
者
へ
の
コ
メ
ン
ト
を

集
め
た
。
中
立
的
な
観
点
と
分
か
り
や
す
さ

を
意
識
し
、
若
者
が
投
票
し
た
い
候
補
者
を

選
ぶ
参
考
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
中
心
的
に
活
動
す
る
、
神
戸
市
外
国
語
大

学
３
年
で
三
田
市
在
住
の
米
田
由
実
さ
ん
は

「
思
っ
て
い
る
以
上
に
選
挙
は
簡
単
で
、
政

治
は
身
近
だ
。
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
投
票

す
る
と
い
う
行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。
関
西
学
院
大
学
か
ら
参
加
し
た

総
合
政
策
学
部
４
年
の
中
嶋
舞
花
さ
ん
は

「
選
挙
を
自
分
の
生
き
た
い
未
来
を
作
る
た

め
の
一
つ
の
手
段
に
し
て
ほ
し
い
」
と
思
い

を
語
っ
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
：

＠
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
＿
ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
。

（
川
本
暖
乃
）

上ケ原・聖和 神戸三田
１時限目 8:50～10:30 9:00～10:40
チャペルアワー 10:30～11:00 10:40～11:10
２時限目 11:00～12:40 11:10～12:50
昼休み 12:40～13:20 12:50～13:30
３時限目 13:20～15:00 13:30～15:10
４時限目 15:10～16:50 15:20～17:00
５時限目 17:00～18:40 17:05～18:45

■変更後の授業時間

関
学
軟
式
野
球
部

秋
季
リ
ー
グ
出
場
断
念

経
済
学
部 

宮
丸
久
実
さ
ん

ミ
ス
ジ
ャ
パ
ン
大
阪
代
表
に

関
学
も
１
０
０
分
授
業
に
　
来
年
度
か
ら

関
学
Ｏ
Ｇ
の
元
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー

バ
レ
エ
教
室
を
オ
ー
プ
ン

体
育
会 

学
生
本
部
が
新
歓
イ
ベ
ン
ト

大
学
公
認
団
体
を
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

　オ
ン
ラ
イ
ン
新
月
祭

出
演
者
の
サ
ポ
ー
ト
・
集
客
に
課
題

宝塚

学生が三田市議選の投票啓発
「10代の投票率を80％に」

昨年、ノンジャンルステージ「K.G.AWARD’19」で書道パフォーマンスを披露した
文化総部書道部。今年のステージは11月7日12時からユーチューブで配信される。
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飼
育
費
不
足
を
う
け
、
体
育
会
馬

術
部
は
５
月
下
旬
か
ら
寄
付
を
募
っ

て
い
た
。
多
く
の
寄
付
が
集
ま
り
、

当
面
の
心
配
は
な
い
。
自
粛
期
間
中

は
馬
の
命
を
最
優
先
に
活
動
を
し
て

い
た
。

　
８
月
に
活
動
を
再
開
し
、
部
に
活

気
が
戻
っ
て
き
た
。
９
月
５
日
、
６

日
に
あ
っ
た
関
西
学
生
賞
典
総
合
馬

術
大
会
を
目
標
に
、
馬
と
の
信
頼
関

係
を
大
切
に
練
習
を
重
ね
た
。

発
表
し
た
。
部
の
調
査
で
、
学
生

が
使
用
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
今

月
１
日
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
は
活
動

を
停
止
し
て
い
る
。
今
季
の
リ
ー

グ
戦
は
、
全
試
合
辞
退
す
る
。

　
先
月
30
日
、
部
員
か
ら
「
部
内

で
大
麻
を
使
用
し
て
い
る
者
が
い

る
」と
コ
ー
チ
に
報
告
が
あ
っ
た
。

今
月
１
日
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

き
、
学
生
が
使
用
を
認
め
た
こ
と

か
ら
、
警
察
へ
連
絡
し
た
。

　
近
大
は
調
査
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
大
阪
府
警
と
連
携
し
、
入
手

経
路
な
ど
を
調
べ
る
。
学
生
や
指

導
者
、
部
へ
の
処
分
は
今
後
、
学

内
規
則
に
則
っ
て
決
定
す
る
と
い

い
う
。	

（
林
　
昂
汰
）

KGニュース

　
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１

部
リ
ー
グ
は
３
日
、
近
畿
大
が
後

期
第
４
節
の
出
場
を
辞
退
し
、
関

西
学
院
大
が
不
戦
勝
し
た
。
近
大

は
５
日
、
会
見
を
開
き
サ
ッ
カ
ー

部
の
男
子
学
生
５
人
が
大
麻
を
使

用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と

　
大
会
に
は
６
組
の
人
馬
が
出
場
し
た
。

「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
」
で
は
障
害
が

設
置
さ
れ
た
２
㌔
の
コ
ー
ス
を
完
走

し
た
。
理
工
学
部
４
年
の
小
林
和
貴

主
将
＝
写
真
＝
は
「
馬
の
調
子
が
良

く
ど
ん
ど
ん
障
害
を
飛
ん
で
く
れ
た
。

馬
に
と
て
も
助
け
ら
れ
た
試
合
だ
っ

た
」
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
だ
っ
た
。
10

月
末
の
全
国
大
会
に
は
馬
術
部
か
ら

４
組
の
人
馬
が
出
場
す
る
。

（
難
波
千
聖
）

　
全
世
界
で
広
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会

に
お
い
て
、
誹
謗
中
傷
の
問
題
は

と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
今

日
あ
ら
ゆ
る
著
名
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

問
題
に
苦
心
し
、
今
回
の
よ
う
に

自
ら
命
を
断
つ
ケ
ー
ス
も
珍
し
く

な
い
。誰
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
、

素
性
も
明
か
さ
ず
、
正
義
の
優
越

感
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
学
生
も
多

い
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
発
言
と
い
う
の
は
直
接
本
人
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、

そ
こ
で
発
し
た
一
言
と
い
う
の
は

良
く
も
悪
く
も
人
の
運
命
を
変
え

る
要
因
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
決
し
て
今
回
の
事

件
が
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、
身
近

な
問
題
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の

立
ち
回
り
を
も
う
一
度
見
直
し
て

見
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
ま
終
了
。
２
連
勝
を
決
め
た
。

　
Ｇ
Ｋ
稲
垣
佳
祐
は
、「
守
備
陣

み
ん
な
が
最
後
ま
で
粘
っ
て
１
失

点
に
抑
え
ら
れ
た
。
今
後
さ
ら

に
強
い
相
手
に
も
勝
て
る
よ
う
、

チ
ー
ム
と
し
て
強
く
な
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。	（
林
　
昂
汰
）

た
。太
平
洋
側
の
岩
手
県
、宮
城
県
、

福
島
県
で
多
数
の
死
者
を
出
し
た
。

た
だ
、
３
県
で
被
害
の
出
方
が
大

き
く
異
な
る
。
高
齢
者
の
被
害
の

割
合
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
宮
城

県
で
、
続
い
て
福
島
県
、
岩
手
県

の
順
だ
っ
た
。

　
障
害
者
の
被
害
状
況
で
も
同
様

の
結
果
だ
っ
た
。
同
調
査
に
よ
る

と
、
３
県
の
全
体
死
亡
率
に
お
け

る
障
害
者
の
死
亡
率
は
、
最
も
高

い
宮
城
県
で
１
・
92
倍
、
岩
手
県

で
１
・
19
倍
、
福
島
県
で
１
・
16

倍
だ
っ
た
。

　
高
齢
者
向
け
入
居
施
設
の
立
地

と
死
亡
率
の
関
係
が
分
か
っ
て
い

る
。
宮
城
県
で
は
、
施
設
の
多
く

が
海
辺
の
景
観
の
良
い
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
て
、
津
波
の
被
害
を

受
け
た
。
対
し
て
岩
手
県
で
は
高

台
に
、
福
島
県
で
は
内
陸
部
に
多

く
の
施
設
が
あ
っ
た
。
施
設
で
は

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
体
制
で

害
者
の
死
亡
率
は
約
２
倍
だ
っ
た
。

障
害
者
や
高
齢
者
の
避
難
対
策
に

詳
し
い
同
志
社
大
学
の
立
木
茂
雄

教
授
は
高
齢
者
向
け
入
居
施
設
の

立
地
や
、宮
城
県
が
進
め
た
「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
原
因
の

１
つ
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
人
的
な
被
害

は
、
高
齢
者
と
障
害
者
に
集
中
し

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
が
後
を

絶
た
な
い
今
日
、
民
放
の
人
気
Ｔ

Ｖ
リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
に
出
演
し
、

活
躍
し
て
い
た
木
村
花
さ
ん
の
死

は
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　
一
人
の
女
性
の
生
死
を
分
け
た

の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
寄

せ
ら
れ
た
沢
山
の
暴
言
だ
っ
た
。

何
度
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を

ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
も
、
覆
い
尽
く

す
誹
謗
中
傷
の
数
々
。
中
に
は
木

村
さ
ん
の
人
格
を
否
定
す
る
よ
う

な
言
葉
も
数
多
く
存
在
し
た
。

　
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１

部
リ
ー
グ
は
９
月
19
日
、
後
期
第

２
節
が
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場

（
神
戸
市
須
磨
区
）
で
あ
り
、
関

西
学
院
大
が
２
―
１
で
同
志
社
大

を
下
し
た
。
第
１
節
の
大
阪
学
院

大
戦
に
続
き
、
連
勝
を
飾
っ
た
。

　
前
半
６
分
、
Ｆ
Ｗ
山
見
大
登
が

中
央
か
ら
ド
リ
ブ
ル
で
抜
け
出

し
、
相
手
Ｇ
Ｋ
と
１
対
１
に
。
Ｇ

Ｋ
の
手
が
足
に
掛
か
り
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
キ
ッ
ク
（
Ｐ
Ｋ
）
を
獲
得
。

自
ら
右
隅
に
蹴
り
こ
み
幸
先
よ
く

先
制
に
成
功
し
た
。

　
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
中
、

前
半
終
了
間
際
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ

　
東
日
本
大
震
災
で
当
初
、
全
市

民
の
死
亡
率
と
比
べ
、
障
害
者
の

死
亡
率
が
約
２
倍
と
さ
れ
て
い
た
。

２
０
１
２
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
取
材
班
の
市
町
村
単
位

の
調
査
か
ら
、
障
害
者
の
死
亡
率

が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
東
北
地
方
で
最
も
被

害
を
出
し
た
の
は
、
宮
城
県
で
障

GK稲垣佳祐（左）とDF山本祐也（中）。
関学の守備陣は粘り強い守備を見せた

＝19日、神戸市須磨区

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
を
見
直
そ
う

入
居
者
を
見
守
っ
て
い
る
。
立
地

が
安
全
で
あ
れ
ば
、
入
所
施
設
の

方
が
職
員
か
ら
の
支
援
を
受
け
ら

れ
、
安
全
だ
っ
た
と
い
う
。

　
立
木
教
授
は
、
宮
城
県
の
浅
野

史
郎
元
知
事
が
進
め
た
、
障
害
者

や
高
齢
者
も
施
設
で
は
な
く
一
緒

に
暮
ら
す「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
が
宮
城
県
で
障
害
者
死
亡
率

が
高
く
な
っ
た
原
因
だ
と
指
摘
し

て
い
る
。
宮
城
県
で
は
震
災
当
時
、

地
域
で
在
宅
の
生
活
を
送
る
身
体

障
害
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と

が
、
地
域
で
障
害
者
が
津
波
被
害

に
遭
う
可
能
性
を
高
め
た
。

　
「
高
齢
者
や
障
害
者
を
よ
り
安

全
な
施
設
に
入
居
さ
せ
る
べ
き
、

と
い
う
結
論
に
は
至
ら
な
い
」
と

立
木
教
授
は
強
調
す
る
。
平
時
と

災
害
時
で
切
れ
目
な
く
、
高
齢
者

や
障
害
者
へ
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

必
要
な
の
は
、
地
域
に
お
け
る
人

と
人
と
の
繋
が
り
だ
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
近
隣
住
民
の
支
援

を
組
み
込
ん
だ
個
別
計
画
を
あ
ら

か
じ
め
作
り
、
日
常
的
に
訓
練
す

る
こ
と
が
急
務
だ
と
い
う
。

　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
で
は
支
援

を
必
要
と
す
る
当
事
者
と
福
祉
専

門
職
、
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
、

個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

実
際
に
訓
練
も
行
い
、
支
援
者
を

避
難
所
ま
で
運
べ
る
か
検
証
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
り
の
延
長

と
位
置
づ
け
、
福
祉
専
門
職
へ
の

報
酬
７
０
０
０
円
を
県
が
上
乗
せ

す
る
。
18
年
度
に
２
市
町
で
試
験

的
に
始
ま
り
、
昨
年
度
は
県
内
41

市
町
の
う
ち
36
市
町
へ
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
る
。
立
木
教
授
は
、	

「
福
祉
専
門
職
の
善
意
に
頼
ら
ず
、

災
害
時
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
で

き
る
仕
組
み
を
整
え
、（
個
別
支
援

計
画
を
）
義
務
化
さ
せ
る
た
め
に

政
府
に
働
き
か
け
て
い
く
」
と
話

し
た
。	

（
松
岡
樹
、
難
波
千
聖
）

　
一
体
な
ぜ
誹
謗
中
傷
が
起
こ
っ

て
し
ま
う
の
か
。
多
く
の
ケ
ー
ス

で
見
ら
れ
る
の
は
「
暴
走
し
た
正

義
感
」
で
あ
る
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
で
言
え
ば
、
彼

女
の
番
組
内
の
行
動
を
見
た
一
部

の
人
々
が
「
彼
女
は
間
違
っ
た
こ

と
を
し
た
。
だ
か
ら
彼
女
は
悪
で

あ
り
、
団
結
し
悪
を
懲
ら
し
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
正
義

感
に
駆
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
「
勧

善
懲
悪
」
を
う
た
い
、
誹
謗
中
傷

を
通
じ
て
彼
女
を
追
い
詰
め
た
の

だ
っ
た
。

ク
か
ら
ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
決
め
ら

れ
、
ス
コ
ア
を
振
り
出
し
に
戻
さ

れ
る
。
前
半
は
こ
の
ま
ま
１
―
１

で
終
了
し
た
。

　
後
半
５
分
、
左
サ
イ
ド
を
抜
け

出
し
た
Ｍ
Ｆ
安
羅
修
雅
の
中
央
へ

の
パ
ス
を
山
見
が
コ
ー
ス
を
変

え
、
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
Ｍ
Ｆ

林
部
晃
己
が
落
ち
着
い
て
ゴ
ー
ル

に
流
し
込
み
、勝
ち
越
し
に
成
功
。

林
部
は
、「
点
を
取
り
た
い
一
心

で
、
全
力
で
走
っ
た
。
こ
ぼ
れ
て

き
て
良
か
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　
そ
の
後
、
同
志
社
大
に
ボ
ー
ル

を
握
ら
れ
、
攻
め
込
ま
れ
る
時
間

帯
も
多
か
っ
た
が
、
試
合
は
そ
の

東
日
本
大
震
災

宮
城
県
の
障
害
者
死
亡
率

高
く
な
っ
た
要
因
は

障
害
者
と
防
災
３

「
守
備
が
粘
り
を
見
せ
た
」

同
志
社
に
勝
利
２
連
勝

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部

苦境飛び越え全国へ
体育会　馬術部

３
戦
目
は
不
戦
勝

近
大
部
員
が
大
麻
使
用
で
辞
退
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飼
育
費
不
足
を
う
け
、
体
育
会
馬

術
部
は
５
月
下
旬
か
ら
寄
付
を
募
っ

て
い
た
。
多
く
の
寄
付
が
集
ま
り
、

当
面
の
心
配
は
な
い
。
自
粛
期
間
中

は
馬
の
命
を
最
優
先
に
活
動
を
し
て

い
た
。

　
８
月
に
活
動
を
再
開
し
、
部
に
活

気
が
戻
っ
て
き
た
。
９
月
５
日
、
６

日
に
あ
っ
た
関
西
学
生
賞
典
総
合
馬

術
大
会
を
目
標
に
、
馬
と
の
信
頼
関

係
を
大
切
に
練
習
を
重
ね
た
。

発
表
し
た
。
部
の
調
査
で
、
学
生

が
使
用
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
今

月
１
日
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
は
活
動

を
停
止
し
て
い
る
。
今
季
の
リ
ー

グ
戦
は
、
全
試
合
辞
退
す
る
。

　
先
月
30
日
、
部
員
か
ら
「
部
内

で
大
麻
を
使
用
し
て
い
る
者
が
い

る
」と
コ
ー
チ
に
報
告
が
あ
っ
た
。

今
月
１
日
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

き
、
学
生
が
使
用
を
認
め
た
こ
と

か
ら
、
警
察
へ
連
絡
し
た
。

　
近
大
は
調
査
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
大
阪
府
警
と
連
携
し
、
入
手

経
路
な
ど
を
調
べ
る
。
学
生
や
指

導
者
、
部
へ
の
処
分
は
今
後
、
学

内
規
則
に
則
っ
て
決
定
す
る
と
い

い
う
。	

（
林
　
昂
汰
）

KGニュース

　
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１

部
リ
ー
グ
は
３
日
、
近
畿
大
が
後

期
第
４
節
の
出
場
を
辞
退
し
、
関

西
学
院
大
が
不
戦
勝
し
た
。
近
大

は
５
日
、
会
見
を
開
き
サ
ッ
カ
ー

部
の
男
子
学
生
５
人
が
大
麻
を
使

用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と

　
大
会
に
は
６
組
の
人
馬
が
出
場
し
た
。

「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
」
で
は
障
害
が

設
置
さ
れ
た
２
㌔
の
コ
ー
ス
を
完
走

し
た
。
理
工
学
部
４
年
の
小
林
和
貴

主
将
＝
写
真
＝
は
「
馬
の
調
子
が
良

く
ど
ん
ど
ん
障
害
を
飛
ん
で
く
れ
た
。

馬
に
と
て
も
助
け
ら
れ
た
試
合
だ
っ

た
」
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
だ
っ
た
。
10

月
末
の
全
国
大
会
に
は
馬
術
部
か
ら

４
組
の
人
馬
が
出
場
す
る
。

（
難
波
千
聖
）

　
全
世
界
で
広
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会

に
お
い
て
、
誹
謗
中
傷
の
問
題
は

と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
今

日
あ
ら
ゆ
る
著
名
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

問
題
に
苦
心
し
、
今
回
の
よ
う
に

自
ら
命
を
断
つ
ケ
ー
ス
も
珍
し
く

な
い
。誰
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
、

素
性
も
明
か
さ
ず
、
正
義
の
優
越

感
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
学
生
も
多

い
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
発
言
と
い
う
の
は
直
接
本
人
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、

そ
こ
で
発
し
た
一
言
と
い
う
の
は

良
く
も
悪
く
も
人
の
運
命
を
変
え

る
要
因
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
決
し
て
今
回
の
事

件
が
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、
身
近

な
問
題
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の

立
ち
回
り
を
も
う
一
度
見
直
し
て

見
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
ま
終
了
。
２
連
勝
を
決
め
た
。

　
Ｇ
Ｋ
稲
垣
佳
祐
は
、「
守
備
陣

み
ん
な
が
最
後
ま
で
粘
っ
て
１
失

点
に
抑
え
ら
れ
た
。
今
後
さ
ら

に
強
い
相
手
に
も
勝
て
る
よ
う
、

チ
ー
ム
と
し
て
強
く
な
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。	（
林
　
昂
汰
）

た
。太
平
洋
側
の
岩
手
県
、宮
城
県
、

福
島
県
で
多
数
の
死
者
を
出
し
た
。

た
だ
、
３
県
で
被
害
の
出
方
が
大

き
く
異
な
る
。
高
齢
者
の
被
害
の

割
合
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
宮
城

県
で
、
続
い
て
福
島
県
、
岩
手
県

の
順
だ
っ
た
。

　
障
害
者
の
被
害
状
況
で
も
同
様

の
結
果
だ
っ
た
。
同
調
査
に
よ
る

と
、
３
県
の
全
体
死
亡
率
に
お
け

る
障
害
者
の
死
亡
率
は
、
最
も
高

い
宮
城
県
で
１
・
92
倍
、
岩
手
県

で
１
・
19
倍
、
福
島
県
で
１
・
16

倍
だ
っ
た
。

　
高
齢
者
向
け
入
居
施
設
の
立
地

と
死
亡
率
の
関
係
が
分
か
っ
て
い

る
。
宮
城
県
で
は
、
施
設
の
多
く

が
海
辺
の
景
観
の
良
い
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
て
、
津
波
の
被
害
を

受
け
た
。
対
し
て
岩
手
県
で
は
高

台
に
、
福
島
県
で
は
内
陸
部
に
多

く
の
施
設
が
あ
っ
た
。
施
設
で
は

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
体
制
で

害
者
の
死
亡
率
は
約
２
倍
だ
っ
た
。

障
害
者
や
高
齢
者
の
避
難
対
策
に

詳
し
い
同
志
社
大
学
の
立
木
茂
雄

教
授
は
高
齢
者
向
け
入
居
施
設
の

立
地
や
、宮
城
県
が
進
め
た
「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
原
因
の

１
つ
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
人
的
な
被
害

は
、
高
齢
者
と
障
害
者
に
集
中
し

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
が
後
を

絶
た
な
い
今
日
、
民
放
の
人
気
Ｔ

Ｖ
リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
に
出
演
し
、

活
躍
し
て
い
た
木
村
花
さ
ん
の
死

は
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　
一
人
の
女
性
の
生
死
を
分
け
た

の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
寄

せ
ら
れ
た
沢
山
の
暴
言
だ
っ
た
。

何
度
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を

ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
も
、
覆
い
尽
く

す
誹
謗
中
傷
の
数
々
。
中
に
は
木

村
さ
ん
の
人
格
を
否
定
す
る
よ
う

な
言
葉
も
数
多
く
存
在
し
た
。

　
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１

部
リ
ー
グ
は
９
月
19
日
、
後
期
第

２
節
が
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場

（
神
戸
市
須
磨
区
）
で
あ
り
、
関

西
学
院
大
が
２
―
１
で
同
志
社
大

を
下
し
た
。
第
１
節
の
大
阪
学
院

大
戦
に
続
き
、
連
勝
を
飾
っ
た
。

　
前
半
６
分
、
Ｆ
Ｗ
山
見
大
登
が

中
央
か
ら
ド
リ
ブ
ル
で
抜
け
出

し
、
相
手
Ｇ
Ｋ
と
１
対
１
に
。
Ｇ

Ｋ
の
手
が
足
に
掛
か
り
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
キ
ッ
ク
（
Ｐ
Ｋ
）
を
獲
得
。

自
ら
右
隅
に
蹴
り
こ
み
幸
先
よ
く

先
制
に
成
功
し
た
。

　
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
中
、

前
半
終
了
間
際
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ

　
東
日
本
大
震
災
で
当
初
、
全
市

民
の
死
亡
率
と
比
べ
、
障
害
者
の

死
亡
率
が
約
２
倍
と
さ
れ
て
い
た
。

２
０
１
２
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
取
材
班
の
市
町
村
単
位

の
調
査
か
ら
、
障
害
者
の
死
亡
率

が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
東
北
地
方
で
最
も
被

害
を
出
し
た
の
は
、
宮
城
県
で
障

GK稲垣佳祐（左）とDF山本祐也（中）。
関学の守備陣は粘り強い守備を見せた

＝19日、神戸市須磨区

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
を
見
直
そ
う

入
居
者
を
見
守
っ
て
い
る
。
立
地

が
安
全
で
あ
れ
ば
、
入
所
施
設
の

方
が
職
員
か
ら
の
支
援
を
受
け
ら

れ
、
安
全
だ
っ
た
と
い
う
。

　
立
木
教
授
は
、
宮
城
県
の
浅
野

史
郎
元
知
事
が
進
め
た
、
障
害
者

や
高
齢
者
も
施
設
で
は
な
く
一
緒

に
暮
ら
す「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
が
宮
城
県
で
障
害
者
死
亡
率

が
高
く
な
っ
た
原
因
だ
と
指
摘
し

て
い
る
。
宮
城
県
で
は
震
災
当
時
、

地
域
で
在
宅
の
生
活
を
送
る
身
体

障
害
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と

が
、
地
域
で
障
害
者
が
津
波
被
害

に
遭
う
可
能
性
を
高
め
た
。

　
「
高
齢
者
や
障
害
者
を
よ
り
安

全
な
施
設
に
入
居
さ
せ
る
べ
き
、

と
い
う
結
論
に
は
至
ら
な
い
」
と

立
木
教
授
は
強
調
す
る
。
平
時
と

災
害
時
で
切
れ
目
な
く
、
高
齢
者

や
障
害
者
へ
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

必
要
な
の
は
、
地
域
に
お
け
る
人

と
人
と
の
繋
が
り
だ
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
近
隣
住
民
の
支
援

を
組
み
込
ん
だ
個
別
計
画
を
あ
ら

か
じ
め
作
り
、
日
常
的
に
訓
練
す

る
こ
と
が
急
務
だ
と
い
う
。

　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
で
は
支
援

を
必
要
と
す
る
当
事
者
と
福
祉
専

門
職
、
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
、

個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

実
際
に
訓
練
も
行
い
、
支
援
者
を

避
難
所
ま
で
運
べ
る
か
検
証
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
り
の
延
長

と
位
置
づ
け
、
福
祉
専
門
職
へ
の

報
酬
７
０
０
０
円
を
県
が
上
乗
せ

す
る
。
18
年
度
に
２
市
町
で
試
験

的
に
始
ま
り
、
昨
年
度
は
県
内
41

市
町
の
う
ち
36
市
町
へ
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
る
。
立
木
教
授
は
、	

「
福
祉
専
門
職
の
善
意
に
頼
ら
ず
、

災
害
時
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
で

き
る
仕
組
み
を
整
え
、（
個
別
支
援

計
画
を
）
義
務
化
さ
せ
る
た
め
に

政
府
に
働
き
か
け
て
い
く
」
と
話

し
た
。	

（
松
岡
樹
、
難
波
千
聖
）

　
一
体
な
ぜ
誹
謗
中
傷
が
起
こ
っ

て
し
ま
う
の
か
。
多
く
の
ケ
ー
ス

で
見
ら
れ
る
の
は
「
暴
走
し
た
正

義
感
」
で
あ
る
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
で
言
え
ば
、
彼

女
の
番
組
内
の
行
動
を
見
た
一
部

の
人
々
が
「
彼
女
は
間
違
っ
た
こ

と
を
し
た
。
だ
か
ら
彼
女
は
悪
で

あ
り
、
団
結
し
悪
を
懲
ら
し
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
正
義

感
に
駆
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
「
勧

善
懲
悪
」
を
う
た
い
、
誹
謗
中
傷

を
通
じ
て
彼
女
を
追
い
詰
め
た
の

だ
っ
た
。

ク
か
ら
ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
決
め
ら

れ
、
ス
コ
ア
を
振
り
出
し
に
戻
さ

れ
る
。
前
半
は
こ
の
ま
ま
１
―
１

で
終
了
し
た
。

　
後
半
５
分
、
左
サ
イ
ド
を
抜
け

出
し
た
Ｍ
Ｆ
安
羅
修
雅
の
中
央
へ

の
パ
ス
を
山
見
が
コ
ー
ス
を
変

え
、
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
Ｍ
Ｆ

林
部
晃
己
が
落
ち
着
い
て
ゴ
ー
ル

に
流
し
込
み
、勝
ち
越
し
に
成
功
。

林
部
は
、「
点
を
取
り
た
い
一
心

で
、
全
力
で
走
っ
た
。
こ
ぼ
れ
て

き
て
良
か
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　
そ
の
後
、
同
志
社
大
に
ボ
ー
ル

を
握
ら
れ
、
攻
め
込
ま
れ
る
時
間

帯
も
多
か
っ
た
が
、
試
合
は
そ
の

東
日
本
大
震
災

宮
城
県
の
障
害
者
死
亡
率

高
く
な
っ
た
要
因
は

障
害
者
と
防
災
３

「
守
備
が
粘
り
を
見
せ
た
」

同
志
社
に
勝
利
２
連
勝

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部

苦境飛び越え全国へ
体育会　馬術部

３
戦
目
は
不
戦
勝

近
大
部
員
が
大
麻
使
用
で
辞
退
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Ｍ
Ｆ 

安
羅
修
雅（
商
・
３
）

勝
利
へ 

ひ
た
む
き
に
戦
う

　｢

と
に
か
く
全
力
を
出
す
。
頑
張

る
キ
ャ
ラ
な
ん
で｣

。
迷
い
な
く
答

え
、
ま
っ
す
ぐ
に
こ
ち
ら
を
見
る
目

は
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
て

き
た
自
信
に
満
ち
て
い
た
。

　
卒
業
生
で
京
都
サ
ン
ガ
の
中
野

克
哉
と
、
ガ
ン
バ
大
阪
の
山
本�

悠
樹
に
憧
れ
を
抱
く
安
羅
。｢

ど
ん

な
に
厳
し
い
試
合
で
も
、
状
況
を
変

え
て
く
れ
た
。
俺
に
つ
い
て
こ
い
と

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
姿
勢
を

尊
敬
し
て
い
た｣

と
語
っ
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
は
、
リ
ー
グ

戦
の
優
勝
と
、
そ
の
先
の
イ
ン
カ
レ

優
勝
。
昨
年
の
イ
ン
カ
レ
準
決
勝
で

は
、
当
時
三
冠
を
達
成
し
た
強
豪
の

明
治
大
と
対
戦
し
敗
れ
る
も
、
安
羅

は
貴
重
な
先
制
点
を
奪
っ
た
。
攻
撃

面
で
は
果
敢
に
仕
掛
け
、
味
方
か
ら

ボ
ー
ル
を
引
き
出
す
動
き
だ
し
を
見

せ
た
。
守
備
面
で
は
と
に
か
く
粘
り

強
く
相
手
に
対
応
し
た
。

　
自
粛
期
間
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
み
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
た
。
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
安
羅
は

サ
イ
ド
を
駆
け
回
り
、
関
学
に
勝
利

を
も
た
ら
す
。

対人守備 安定感ある戦いを

チームのため 前線からの守備とゴール

DF 本山遥（商・３）

　
高
い
守
備
力
で
対
戦
相
手
を
抑

え
込
む
本
山
。
去
年
の
前
期
リ
ー

グ
戦
の
立
命
館
大
戦
が
記
憶
に
新

し
い
。
前
半
に
退
場
者
を
出
し
た

関
学
だ
が
、
前
半
の
先
制
点
を

10
人
で
守
り
抜
き
、
１
︱
０
で
勝

利
。
試
合
で
本
山
は
、
立
命
館

大
に
所
属
し
な
が
ら
Ｊ
１
で
も

プ
レ
ー
す
る
藤
井
智
也
と
相
対

し
た
。
相
手
の
ス
ピ
ー
ド
溢
れ

る
ド
リ
ブ
ル
に
も
懸
命
に
対
応

し
、
無
失
点
に
抑
え
た
。「
Ｊ
１

で
も
プ
レ
ー
す
る
選
手
に
通
用

し
た
こ
と
が
、
自
信
に
繋
が
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
取
材
に
真
摯
な
態
度
で
応
じ
た

本
山
。
物
事
に
対
し
て
真
面
目
に

Ｆ
Ｗ 

林
部
晃
己（
商
・
４
）

関学生のみなさん、キャンパスにおかえりなさい関学生のみなさん、キャンパスにおかえりなさい

神戸市営住宅・兵庫県営住宅ほか

〒653－0834
兵庫県神戸市長田区川西通り５丁目107番地の８

電気設備保全工事 畑中電気合同会社

取
り
組
む
姿
勢
は
、
中
学
時
代
の

監
督
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
だ
と
い

う
。「
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
や
勝

負
に
こ
だ
わ
る
こ
と
、
ピ
ッ
チ
外

で
も
真
面
目
に
取
り
組
む
こ
と
な

ど
、
自
分
の
土
台
と
な
る
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
や
人
間
性
を
形
作
っ
て

も
ら
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
強
固
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
作
り

上
げ
、
関
西
学
生
リ
ー
グ
優
勝
、

そ
の
先
の
イ
ン
カ
レ
優
勝
へ
挑

む
。「
去
年
は
格
下
の
相
手
に
勝

ち
点
を
落
と
す
こ
と
が
あ
っ
た
。

１
点
取
れ
ば
勝
ち
切
れ
る
チ
ー
ム

が
理
想
。
安
定
感
の
あ
る
戦
い
が

で
き
る
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　
「
チ
ー
ム
の
た
め
に
」
そ
の
言

葉
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
林
部
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
得
点
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ー
ル
を

キ
ー
プ
し
て
時
間
を
与
え
る
こ

と
や
、
前
線
か
ら
の
守
備
で
チ
ー

ム
に
貢
献
す
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
る
と
い
う
。｢

大
学
に
入
っ

て
か
ら
は
、
チ
ー
ム
の
た
め
に

ど
れ
だ
け
で
き
る
か
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た｣

と
変
化
を
語
っ

た
。

　
高
校
時
代
、
試
合
に
出
ら
れ

ず
、
腐
り
か
け
た
時
期
が
あ
っ

た
。
当
時
の
コ
ー
チ
が
林
部
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
共
に
苦
境
を
乗
り

越
え
た
。｢

コ
ー
チ
の
お
か
げ
で

関
学
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
サ
ッ

カ
ー
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で

き
て
い
る｣

と
振
り
返
っ
た
。

　
林
部
の
理
想
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
プ
レ
ー
す
る
フ
ィ
ル
ミ
ー

ノ
選
手
。
卓
越
し
た
技
術
を
持
ち

な
が
ら
、
前
線
か
ら
ボ
ー
ル
を

追
い
回
し
、
自
分
へ
入
っ
た
ボ
ー

ル
を
キ
ー
プ
し
味
方
に
時
間
を

与
え
る
。｢

彼
み
た
い
に
、
チ
ー

ム
に
リ
ズ
ム
や
時
間
を
与
え
る

選
手
に
な
り
た
い｣

と
話
す
。

　
引
退
を
間
近
に
控
え
る
林
部
。

　｢

チ
ー
ム
の
た
め
に
走
っ
て
、

チ
ー
ム
を
勝
た
せ
る
。
悔
い
な

く
終
え
ら
れ
る
よ
う
や
り
き
る

し
か
な
い
」
と
語
る
。
献
身
的

な
走
り
と
ゴ
ー
ル
で
チ
ー
ム
を

勝
利
へ
導
く
。
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憧れの背中を追って

臨む最後のシーズン 関
学
の
イ
ニ
エ
ス
タ
へ 

視
界
良
好

　
「
た
く
さ
ん
ゴ
ー
ル
を
決
め
た

い
」。そ
う
言
っ
て
笑
う
船
越
に
は
、

ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
っ
て
い
た
。

　
山
内
は
、
持
ち
前
の
長
身
と
ス
ピ
ー

ド
を
生
か
し
た
カ
バ
ー
リ
ン
グ
を
武

器
に
す
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
。

　
１
年
生
で
、
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー

　
１
８
０
セ
ン
チ

超
の
長
身
と
豊
富
な
運

動
量
を
武
器
に
ゴ
ー
ル
を
量
産
す
る

フ
ォ
ワ
ー
ド
。
４
年
間
の
集
大
成
と

し
て
、
仲
間
と
共
に
最
後
の
シ
ー
ズ

　
「
攻
撃
時
の
組
み
立
て
」
と

「
試
合
全
体
を
通
し
た
ゲ
ー
ム
メ

イ
ク
」
を
武
器
と
す
る
新
星
ミ
ッ

ド
フ
ィ
ル
タ
ー
が
、
関
西
学
院
大

サ
ッ
カ
ー
部
の
門
を
叩
い
た
。

　
長
尾
は
こ
の
春
、
本
学
に
入
学

し
た
。
高
校
時
代
は
ガ
ン
バ
大
阪

の
下
部
組
織
に
所
属
。
高
校
生

で
Ｊ
３
の
ガ
ン
バ
大
阪
Ｕ
―
23
の�

　
プ
レ
ー
に
な
る
と
表
情
が
一

変
。
強
み
で
あ
る
ボ
ー
ル
キ
ー
プ

力
を
見
せ
つ
け
る
。
持
ち
前
の
テ

選
手
権
大
会
準
決
勝
の
明
治
戦
に
出

場
。
試
合
は
明
治
大
が
合
計
７
得
点
を

あ
げ
、関
学
大
が
大
差
で
敗
れ
た
。デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
と
し
て
屈
辱
的
と
も
言
え

ン
に
臨
む
。

　
自
粛
期
間
中
は
「
自
宅
で
基
礎
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
が
、
仲
間

と
ピ
ッ
チ
で
サ
ッ
カ
ー
で
き
な
い
の
は

ク
ニ
ッ
ク
を
活
か
し
、
容
易
に
相

手
に
ボ
ー
ル
を
渡
さ
な
い
。
左
右

か
ら
放
た
れ
る
シ
ュ
ー
ト
に
も
隙

が
な
い
。

　
船
越
は
高
校
時
代
、
ヴ
ィ
ッ
セ

ル
神
戸
の
下
部
組
織
に
所
属
し
て

い
た
。
尊
敬
し
て
い
る
選
手
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
強
豪
チ
ー
ム
で
活
躍

後
、
Ｊ
１
の
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
に

電
撃
加
入
し
た
、
ア
ン
ド
レ
ス
・

イ
ニ
エ
ス
タ
選
手
だ
と
い
う
。
船

越
は
当
時
を
振
り
返
り
「
間
近
で

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
影
響
を
受
け

ら
れ
た
。
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
担

う
中
で
勉
強
に
な
る
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
る
」
と
語
る
。
下
部
組
織

で
は
、
ア
ン
ド
レ
ス
・
イ
ニ
エ
ス

タ
選
手
と
同
じ
「
８
番
」
を
背
負
っ

て
プ
レ
ー
し
た
。

　
今
季
の
目
標
は
ス
タ
メ
ン
定
着
。

「
チ
ー
ム
の
た
め
に
、
少
し
で
も
多

く
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
い
」
と
今
後

に
期
待
を
燃
や
す
。

Ｍ
Ｆ 

船
越
大
夢（
文
・
２
）

る
大
量
失
点
で
の
敗
北
は
、
彼
の

心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。「
明
治
大

は
チ
ー
ム
全
体
の
強
度
が
す
ご

か
っ
た
。
大
学
サ
ッ
カ
ー
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
痛
感
し
た
」
と
語
っ

た
。

　
尊
敬
す
る
人
物
は
、
卒
業
生
で

ガ
ン
バ
大
阪
の
山
本
悠
樹
。「
高

校
の
先
輩
で
大
学
も
同
じ
。
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
全
く
違
う
が
、
試
合
で

も
一
緒
に
プ
レ
ー
し
、
お
世
話
に

な
っ
た
人
」
と
話
す
。

　
今
季
の
目
標
と
し
て
「
チ
ー

ム
の
日
本
一
と
い
う
目
標
に
続

い
て
、
個
人
と
し
て
も
日
本
一

に
ふ
さ
わ
し
い
選
手
に
な
っ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ

た
。

や
は
り
心
細
か
っ
た
」
と
い
う
。

練
習
再
開
と
な
り
、
仲
間
と
サ
ッ

カ
ー
で
き
る
喜
び
を
噛
み
締
め
て

い
る
。

　
学
生
と
し
て
臨
む
最
後
の
シ
ー

ズ
ン
に
つ
い
て
「
入
部
し
て
か
ら

日
本
一
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
仲
間
同

士
、
目
標
の
た
め
強
い
気
持
ち
で

要
求
し
あ
っ
て
い
き
た
い
。
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
勝
負
強
さ
を
発

揮
で
き
る
よ
う
」
と
語
っ
た
。

　
泣
い
て
も
笑
っ
て
も
最
後
の
中

村
。「
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
環
境

を
与
え
て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し

で
き
る
よ
う
、
結
果
を
出
し
た
い
」

と
語
る
。
悲
願
の
日
本
一
へ
、
戦

い
の
火
蓋
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

CB 山内舟征（国・２）

MF 長尾優斗（社・１）

FW 中村匡克（文・４）

新星 雪辱を誓う

試
合
に
出
場
す
る
な
ど
、
着
々
と

ス
タ
ー
ロ
ー
ド
を
駆
け
上
が
っ
て

き
た
。

　
昨
年
の
Ｊ
３
リ
ー
グ
で
は
、
元

日
本
代
表
の
稲
本
潤
一
と
相
対
し

た
。「
試
合
中
の
マ
ッ
チ
ア
ッ
プ

で
一
度
も
ボ
ー
ル
を
取
れ
ず
、
颯

爽
と
ゴ
ー
ル
を
奪
わ
れ
た
。
い
つ

か
、
実
力
で
追
い
抜
い
て
や
ろ
う

と
心
に
刻
ん
だ
一
戦
だ
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

　
雪
辱
を
誓
う
長
尾
の
現
在
の

目
標
は
、
ス
タ
メ
ン
定
着
だ
と

い
う
。「
そ
の
た
め
に
ゴ
ー
ル
、

ア
シ
ス
ト
な
ど
の
目
に
見
え
る

結
果
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
一
年
生
な
が
ら
、
力
強

く
語
っ
た
。

悲願の日本一へ
駆け上がる関学
　関西で強豪の関学サッカー部の今季の目標は日本一。来年の全日本大学
サッカー選手権大会（インカレ）で、５年ぶり二度目の優勝を狙う。昨年
は準決勝で明治大に敗れたが、今年は新たなメンバーで雪辱を果たす。DF、
MF、FW、CBの各ポジションで活躍するホープ７人に、今季にかける思い
を聞いた。（壷山千種、木村航太、林昴汰）
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終
戦
か
ら
75
年
。
こ
れ
ま
で
広

島
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
目
指
し
て
き

た
。
実
体
験
と
し
て
戦
争
を
語
れ

る
人
が
少
な
く
な
る
中
、
広
島
市

役
所
市
民
局
平
和
推
進
課
の
山
藤

貞
浩
課
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
若

い
世
代
が
主
役
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。

　
市
は
、
各
国
の
大
統
領
や
首
相

に
対
す
る
被
爆
地
訪
問
の
呼
び
か

け
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
平
和
宣

言
で
呼
び
か
け
を
始
め
た
翌
年
の

２
０
１
３
年
に
２
人
、
２
０
１
９

年
に
は
５
人
に
ま
で
増
え
た
。

　
若
い
世
代
の
た
め
の
平
和
活
動

に
も
力
を
入
れ
る
。
平
和
記
念
式

の
頃
、
あ
る
教
授
に
言
わ
れ
た
。

　
学
生
の
時
は
大
学
の
図
書
館
で

フ
ラ
ン
ス
の
文
学
作
品
を
片
っ
端

か
ら
読
ん
だ
。
日
本
で
フ
ラ
ン
ス

　
学
び
の
原
点
は
読
書
だ
っ
た
。

「
分
か
る
も
の
を
読
む
の
は
読
書

で
は
な
く
、
分
か
ら
な
い
も
の
を

読
む
の
が
読
書
だ
」。
大
学
２
年

うえだ　かずひこ
1990年　東京大学教養学部教養学科　卒業
1990年　東京大学大学院人文社会系研究科前期課程入学
1997年　ストラスブール人文科学大学哲学科第三課程にてD.E.A.（専門研究課程修了証書）取得
2002年　東京大学大学院人文社会系研究科博士号（文学）取得
2003年　関西学院大学法学部専任講師
2004年　関西学院大学法学部助教授
2008年　関西学院大学法学部教授

上 

田  

和 
彦

法
学
部

教

　授

　
悪
い
日
な
ん
て
な
い
。
五
感
を

使
っ
て
季
節
を
感
じ
、
そ
の
日
そ

の
日
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ど
ん
な
日
も
「
い
い

日
」
に
な
る
。「
そ
し
て
、
人
間

は
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
の
連
続
の
中
で
生
き
て

い
る
」。

　
大
学
で
自
分
が
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
著

者
は
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら

茶
道
を
習
い
始
め
る
。
こ
の
本
は

著
者
自
身
が
茶
道
を
通
じ
て
気
づ

い
た
15
の
し
あ
わ
せ
を
つ
づ
っ
た

エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

　
お
茶
は
、
季
節
を
味
わ
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
た
。
例
え
ば
和
菓

子
。
初
夏
に
は
、
初
が
つ
お
の
切

り
身
を
模
し
た
蒸
羊よ

う
か
ん羹
「
初
が
つ

お
」。
秋
の
深
ま
る
頃
に
は
、
紅

葉
し
た
落
ち
葉
を
模
し
た
練
切
の

「
落
葉
」。

　
草
花
も
季
節
の
変
化
を
さ
さ
や

か
に
教
え
て
く
れ
た
。
初
春
に
は

マ
ン
サ
ク
、
晩
冬
に
は
蝋ろ

う
ば
い梅
。
花

が
少
な
い
時
期
に
は
葉
や
花
芽
が

床
の
間
の
花
入
れ
を
彩
っ
た
。「
草

花
が
な
い
季
節
な
ど
な
か
っ
た
。

退
屈
な
季
節
な
ど
、
一
つ
も
な

か
っ
た
…
…
」。

　
お
茶
は
、
五
感
で
自
然
と
つ
な

が
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
雨

の
日
の
お
稽
古
で
、
先
生
が
ふ
と

「
梅
雨
の
雨
だ
わ
ね
」
と
つ
ぶ
や

い
た
。
11
月
の
秋
雨
の
音
は
、
葉

が
枯
れ
て
雨
を
は
ね
返
さ
な
い
た

め
し
お
ら
し
い
が
、
６
月
は
若
葉

が
雨
を
は
ね
返
す
た
め
、
ハ
キ
ハ

キ
し
て
い
る
。
雨
に
も
季
節
が

あ
っ
た
。

　
お
茶
は
、
五
感
を
使
っ
て
今

を
一
心
に
味
わ
う
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
。「
過
去
も
未
来
も
な

く
、
た
だ
こ
の
一
瞬
に
没
頭
で
き

た
時
、
人
間
は
自
分
が
さ
え
ぎ
る

も
の
の
な
い
自
由
の
中
で
生
き
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
だ
…
…
」。

雨
の
日
、雪
の
日
、猛
暑
の
日
な
ど
、

ど
ん
な
日
で
も
見
方
、
感
じ
方
を

変
え
れ
ば
「
い
い
日
」
に
な
る
。

　
「
今
日
も
い
い
日
だ
」
と
簡
単

に
は
思
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
と
き
に
は
肩
の
力
を
抜

い
て
一
息
つ
こ
う
。
あ
な
た
も
一

杯
い
か
が
で
す
か
。

　
新
潮
文
庫
か
ら
。
本
体
５
５
０

円
（
税
別
）。	

（
吉
永
美
咲
）

の
文
学
や
哲
学
が
注
目
さ
れ
活
気

が
あ
る
時
代
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

文
学
は
、文
体
の
力
強
さ
や
内
容
、

物
語
の
強
度
が
日
本
の
文
学
と
は

全
く
違
っ
た
。

　
中
で
も
感
銘
を
受
け
た
の
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
批
評
家
と

し
て
知
ら
れ
る
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ

ン
シ
ョ
。「（
ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
小
説

は
）
読
ん
で
い
て
全
く
色
彩
が
思

い
浮
か
ば
な
い
。白
夜
の
よ
う
な
、

眠
れ
な
い
夜
の
よ
う
な
印
象
を
受

け
、
引
か
れ
た
」
と
当
時
を
思
い

起
こ
す
。
原
文
で
読
む
た
め
に
フ

ラ
ン
ス
語
を
勉
強
し
、
大
学
院
ま

で
進
ん
だ
。
同
時
代
に
活
躍
し
、

ブ
ラ
ン
シ
ョ
に
影
響
を
与
え
た
フ

ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

と
の
関
連
を
研
究
し
、
博
士
論
文

に
ま
と
め
た
。

　
法
学
部
の
教
員
に
な
っ
た
こ
と

は
偶
然
だ
っ
た
。
法
学
部
に
は
、

ブ
ラ
ン
シ
ョ
や
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
専
門
的
に
研
究
し
て
き

た
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
知
ら
な
い
学

生
ば
か
り
。
授
業
で
は
、
そ
の
時

の
ニ
ュ
ー
ス
に
絡
め
て
、
社
会
が

直
面
し
て
い
る
問
題
を
面
白
く
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
議
論
す

る
こ
と
も
あ
る
。

　
最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、
コ
レ
ラ
や
ペ
ス

ト
な
ど
感
染
症
、
疫
病
に
関
す
る

森
下

　典
子

プロフィール
＜もりした・のりこ＞
　1956年、神奈川県横浜市生まれ。日本女子大学文学部国文学
科卒業。「週刊朝日」の人気コラム執筆の体験をまとめた『典奴
どすえ』を1987年に出版。以後、雑誌などにエッセイを執筆し
ている。『典奴ペルシャ湾を往く』『前世への冒険―ルネサンス
の天才彫刻家を追って』『猫といっしょにいるだけで』『いとし
いたべもの』などの著書がある。

本
を
10
冊
以
上
読
ん
だ
。
中
で
も

カ
ナ
ダ
の
歴
史
学
者
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
マ
ク
ニ
ー
ル

の
『
疫
病
と
世
界
史
』
が
印
象
的

だ
っ
た
。「
免
疫
を
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
が
国
の
存
亡
を
分
け

た
。
４
年
生
の
ゼ
ミ
で
話
す
と
、

み
ん
な
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い

た
」
と
目
を
細
め
た
。

　
ゼ
ミ
で
は
文
化
共
生
論
を
扱
っ

て
い
る
。
共
同
体
が
生
ま
れ
る
と

き
、
そ
の
内
側
の
人
の
イ
メ
ー
ジ

が
ど
れ
ほ
ど
共
同
体
に
影
響
を
与

え
る
の
か
、
日
本
人
は
自
ら
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
な
ど
を
研
究

す
る
。
最
終
的
に
は
、
２
年
間
共

に
学
ん
だ
ゼ
ミ
生
ら
が
自
ら
の
日

本
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
述
べ
、
議
論

す
る
。「
同
じ
こ
と
を
勉
強
し
て

き
て
も
違
う
答
え
が
出
る
。
議
論

し
、
時
に
は
正
す
べ
き
も
の
も
あ

る
」と
真
剣
な
眼
差
し
で
語
っ
た
。

	（
文
・
難
波
千
聖
、
写
真
・
松
岡
樹
）

を
し
よ
う
と
心
を
決
め
た
。

　
平
和
の
実
現
の
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
「
他
人
を
思
い
や
る
優
し

い
心
を
持
つ
こ
と
」
だ
と
朴
さ
ん

は
繰
り
返
し
強
調
し
た
。

　
「
戦
争
は
誰
も
幸
せ
に
し
な

い
。
い
が
み
合
う
の
で
は
な
く
思

い
や
り
の
心
を
持
て
ば
お
互
い
の

気
持
ち
も
楽
に
な
る
し
、
戦
争
す

る
こ
と
も
な
く
な
る
と
思
う
」
と

朴
さ
ん
は
願
う
よ
う
に
語
っ
た
。

（
吉
永
美
咲
）

の
必
死
の
頼
み
に
心
を
動
か
さ
れ

た
。
広
島
と
い
う
街
が
一
瞬
に
し

て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

平
和
記
念
公
園
の
そ
ば
を
流
れ
る

元
安
川
が
遺
体
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
、
被
爆
直
後
の

広
島
の
様
子
を
淡
々
と
話
し
た
。

　
後
日
、
小
学
生
か
ら
は
が
き
が

届
い
た
。「
授
業
参
観
の
発
表
で

朴
さ
ん
の
こ
と
を
話
す
と
、
親
が

涙
を
流
し
て『
戦
争
は
い
け
ん
ね
』

と
言
っ
て
い
ま
し
た
」と
あ
っ
た
。

自
分
に
も
平
和
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
感
じ
、
被
爆
証
言

　
10
年
以
上
、
広
島
で
被
爆
体
験

を
語
っ
て
き
た
朴
南
珠
さ
ん
が
、

世
界
平
和
に
つ
い
て
語
っ
た
際
に

述
べ
た
言
葉
だ
。

　
戦
後
長
ら
く
被
爆
体
験
は
語
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
原
爆
投
下
直
後

の
生
き
地
獄
の
よ
う
な
光
景
を
思

い
出
す
の
が
つ
ら
か
っ
た
。
転
機

は
17
年
前
。
広
島
市
の
平
和
記
念

公
園
で
、
修
学
旅
行
に
来
て
い
た

３
人
の
男
子
小
学
生
に
声
を
か
け

ら
れ
た
。「
被
爆
者
の
方
で
す
か
。

お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」。

　
最
初
は
戸
惑
っ
た
が
、
小
学
生

『
地
球
が
丸
い
よ
う
に
、
人
の
心
が

 

丸
く
あ
れ
ば
平
和
は
実
現
す
る
』

　
　
　
　
　
　
　
朴
　
南
珠

パ
ク

ナ
ム
ジ
ュ

学
び
の
原
点
は
読
書
に
　
フ
ラ
ン
ス
文
学
か
ら
法
学
部
へ

典
後
に
、
若
者
が
中
心
と
な
り
平

和
へ
の
思
い
を
発
信
す
る
青
少
年

文
化
イ
ベ
ン
ト
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心

を
世
界
に
」
が
あ
る
。
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
と
な
っ
た
が
、
昨
年
ま
で
毎
年

開
か
れ
て
い
た
。
若
い
世
代
の
平

和
意
識
を
高
め
、
平
和
へ
の
主
体

的
な
取
組
み
を
促
す
こ
と
を
目
指

し
、
被
爆
体
験
者
の
話
を
基
に
描

い
た
絵
の
展
示
な
ど
を
行
う
。

　
山
藤
課
長
は
、「
世
界
的
な
連

帯
が
重
要
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
被

爆
都
市
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

	

（
吉
永
美
咲
）

核
な
き
世
界
実
現
へ

広
島
市
「
若
い
世
代
が
主
役
に
」
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杉山　天真主将（経・４）

体育会 サッカー部

　
弓
道
部
で
は
全
国
大
会
に
も
出

場
し
、
体
育
会
で
は
学
生
本
部
長

も
務
め
る
染
田
さ
ん
。
高
校
か
ら

ギ
ュ
ア
部
門
。
山
田
主
将
の
願
い

は
切
実
だ
。

　
「
早
く
リ
ン
ク
に
立
ち
た
い
。

部
と
し
て
の
氷
上
活
動
は
半
年
近

く
で
き
て
い
な
い
。
大
会
に
出
場

す
る
に
も
大
学
か
ら
の
許
可
が
必

要
だ
。
何
と
か
練
習
時
間
を
確
保

し
て
、
大
会
に
臨
み
た
い
」。

（
田
中
秋
杜
）

　
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
競
技
だ

け
で
は
な
い
。
毎
年
11
月
、
児
童

養
護
施
設
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち

を
招
き
、ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
く
。

「
ス
ケ
ー
ト
の
楽
し
さ
を
伝
え
た

い
」
と
、
１
年
生
が
率
先
し
て
指

導
す
る
。
山
田
主
将
は
「
た
っ
た

一
人
で
全
観
客
の
注
目
を
集
め
ら

れ
る
の
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
魅
力
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
味
わ
え
な

い
」
と
話
し
た
。

　
現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
る
。
11
月
に
は
関
西
イ
ン

カ
レ
を
控
え
る
。
昨
年
は
創
部

以
来
初
の
男
女
総
合
優
勝
を
勝
ち

取
っ
た
。
２
連
覇
を
目
指
す
フ
ィ

　
体
育
会
ス
ケ
ー
ト
部
フ
ィ
ギ
ュ

ア
部
門
の
学
生
が
週
１
回
練
習
し

て
い
た
西
宮
市
内
の
ス
ケ
ー
ト

場
。
今
は
リ
ン
ク
に
学
生
の
姿
が

な
い
。
大
学
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
氷
上
で
の
活
動
を
自
粛
し
て
い

る
か
ら
だ
。
夏
休
み
中
の
合
宿
も

実
施
を
見
送
っ
た
。

　
関
西
イ
ン
カ
レ
（
関
西
学
生
氷

上
競
技
選
手
権
大
会
）
の
男
女
団

体
優
勝
を
目
標
に
29
人
で
活
動
し

て
い
る
。
大
学
か
ら
フ
ィ
ギ
ュ
ア

を
始
め
る
部
員
も
多
い
。
文
学
部

４
年
の
山
田
晋
一
主
将
は
「
経
験

者
と
大
学
か
ら
始
め
た
選
手
が
励

ま
し
合
い
、
関
西
イ
ン
カ
レ
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
話
す
。

体育会 スケート部［フィギュア部門］
vol.27vol.27

氷
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
ま
ま
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門

舞
台
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
活
動

し
て
い
る
。

　
「
１
ミ
リ
で
も
や
り
た
い
と

思
っ
た
ら
や
っ
て
み
る
こ
と
」
が

座
右
の
銘
だ
と
い
う
。
た
だ
、
芸

人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て

た
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
学
生
時
代
か
ら
人
前
に
立
つ

こ
と
が
苦
で
は
な
か
っ
た
。
た

だ
、
就
職
活
動
当
時
、
放
送
作
家

　
「
売
れ
る
の
は
た
っ
た
一
握
り
」。

連
日
テ
レ
ビ
番
組
や
舞
台
で
活
躍

で
き
る
芸
人
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
厳
し
い
世
界
の

扉
を
開
き
、
挑
戦
す
る
卒
業
生
が

い
る
。

　
本
学
卒
業
生
の
佐
野
寛
さ
ん

（
24
）
は
芸
能
事
務
所
タ
イ
タ
ン

所
属
の
芸
人
。お
笑
い
コ
ン
ビ「
ア

ク
ア
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」を
結
成
後
、

の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ
を

裏
か
ら
支
え
る
仕
事
を
志
望
し
て

い
た
。
し
か
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
自
分
で
い
た
い
と
い
う
迷
い
が

常
に
あ
っ
た
」
と
話
す
。
そ
の
決

断
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
座
右
の

銘
の
『
１
ミ
リ
で
も
や
り
た
い

と
思
っ
た
ら
や
っ
て
み
る
こ
と
』

だ
っ
た
。

　
決
断
後
の
佐
野
さ
ん
は
一
直
線

だ
っ
た
。
当
時
決
ま
っ
て
い
た
内

定
に
全
て
断
り
を
入
れ
た
。
卒
業

間
近
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
人
に
心
配
さ
れ
た
。「
た
だ
本

当
に
今
し
か
な
い
。（
卒
業
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
い
う
）
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
て
な
る
も
の
か
と
必
死
だ
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
内
定
を
断
っ
て
、
芸
人
に
な
り

た
い
と
言
っ
た
時
、
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
の
は
大
学
職
員
の
人
た

ち
だ
っ
た
。「（
内
定
を
断
っ
て
）

心
配
が
大
き
か
っ
た
は
ず
だ
っ
た

が
、
素
直
に
応
援
し
て
く
れ
た
の

（
　
年
社
会
学
部
卒
）
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回

第
25
回

橋
本 

ナ
オ
キ 

さ
ん

佐
野 

寛 

さ
ん

が
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と

佐
野
さ
ん
。

　
最
後
に
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、「
僕
に
と
っ
て
関
学

は
夢
を
応
援
し
、
全
力
で
応
援
し

て
く
れ
る
場
所
だ
っ
た
。
大
学
の

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
特
色
を
最
大
限

に
活
用
し
、
夢
を
追
い
か
け
て
欲

し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況

で
す
が
、
大
切
な
４
年
間
を
全
力

で
走
り
抜
け
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。	
（
木
村
航
太
）

始
め
た
弓
道
だ
が
、
全
国
大
会
に

出
場
す
る
ま
で
上
達
し
、
関
学
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
を
勝
ち
取
っ

た
。
大
学
入
学
当
初
は
周
囲
と
の

レ
ベ
ル
の
差
に
悩
み
な
が
ら
も
、

自
ら
考
え
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
実

践
し
大
学
で
も
全
国
大
会
に
出
場

す
る
ほ
ど
の
実
力
だ
。

　
本
部
長
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は

総
合
関
関
戦
だ
。
関
西
学
院
大
学

と
関
西
大
学
の
体
育
会
が
毎
年
、

各
競
技
で
対
戦
す
る
総
合
関
関

戦
。
1
回
生
で
参
加
し
た
際
の
印

象
を
「
楽
し
か
っ
た
。
体
育
会
の

仲
間
が
互
い
を
応
援
し
あ
い
、
関

関
戦
で
体
育
会
が
一
つ
に
な
っ
て

い
た
」
と
語
る
。

　
関
関
戦
に
強
い
感
銘
を
受
け
た

染
田
さ
ん
は
、
参
加
す
る
だ
け
で

な
く
運
営
か
ら
関
わ
る
こ
と
に
決

め
た
。
2
回
生
で
関
関
戦
の
実
行

染
田
　
隆
道 

さ
ん（
神
・
４
）

体
育
会
学
生
本
部
長
・
弓
道
部

　
「
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
意

味
を
、
嫌
と
言
う
ほ
ど
自
分
自
身

に
問
い
か
け
た
」。
高
校
ま
で
、

ガ
ン
バ
大
阪
の
下
部
組
織
に
所
属

し
て
い
た
杉
山
さ
ん
。
プ
ロ
入
り

を
目
指
す
も
叶
わ
ず
、
地
元
で
強

豪
の
関
西
学
院
大
に
進
学
し
た
。

大
学
生
活
で
ス
ポ
ー
ツ
を
極
め
る

こ
と
の
意
味
を
語
っ
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
に
は
、
約
２
０
０

名
の
部
員
が
在
籍
す
る
。
試
合
に

出
ら
れ
る
の
は
11
名
だ
が
、
試
合

に
出
な
い
選
手
も
必
死
に
応
援

し
、ス
タ
ン
ド
で
勝
利
に
涙
す
る
。

杉
山
さ
ん
は
高
校
時
代
を
振
り
返

り
な
が
ら
「
下
部
組
織
で
は
、
出

場
し
て
い
な
い
試
合
に
は
興
味
を

示
さ
な
い
自
己
中
心
的
な
選
手
が

多
か
っ
た
。
大
学
に
入
り
、
チ
ー

ム
を
思
う
選
手
の
姿
に
心
を
動
か

さ
れ
た
」
と
語
っ
た
。

　
プ
ロ
選
手
の
育
成
を
目
的
と
し

な
い
大
学
で
、
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

る
杉
山
さ
ん
。「
高
校
サ
ッ
カ
ー

に
も
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
に
も
な
い

魅
力
が
あ
る
。
大
学
で
得
ら
れ
る

人
間
的
な
成
長
は
、
サ
ッ
カ
ー
の

技
術
よ
り
も
価
値
が
あ
る
。
競
技

能
力
以
外
の
総
合
的
な
力
を
養
う

こ
と
が
、
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
意
味
だ
」
と
話
す
。

　
来
年
１
月
の
全
国
大
会
後
に
、

引
退
を
控
え
る
。「
就
活
な
ど
は

引
退
し
て
か
ら
で
も
で
き
る
。
残

り
少
な
い
大
学
で
の
サ
ッ
カ
ー
に

１
０
０
％
の
力
を
注
ぐ
」
と
決
意

し
て
い
る
。	

（
林
　
昂
汰
）

委
員
と
な
り
、
後
に
実
行
委
員
長

へ
。
そ
の
後
、
周
囲
か
ら
の
推
薦

も
あ
り
体
育
会
学
生
本
部
長
と

な
っ
た
。

　
本
部
長
に
な
っ
て
か
ら
は
人
前

で
話
す
こ
と
が
増
え
た
。
こ
こ
で

役
に
立
っ
た
の
が
弓
道
部
で
の
経

験
だ
。「
心
の
状
態
が
そ
の
ま
ま

試
合
に
現
れ
る
、
メ
ン
タ
ル
の
ス

ポ
ー
ツ
」
と
い
う
弓
道
で
、
不
安

や
緊
張
に
打
ち
勝
っ
て
結
果
を
残

し
て
き
た
染
田
さ
ん
。「
不
安
に

な
っ
た
時
に
自
分
が
ど
う
す
れ
ば

落
ち
着
け
る
の
か
、
気
持
ち
の
整

理
の
仕
方
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
得

た
方
法
が
本
部
長
と
し
て
の
活
動

に
も
役
に
立
っ
た
」
と
語
る
。

　
弓
道
で
学
ん
だ
心
の
整
理
の
仕

方
を
活
か
し
、
就
活
も
終
え
た
。

12
月
の
全
国
大
会
ま
で
、
体
育
会

学
生
本
部
長
の
役
割
と
弓
道
部
の

活
動
両
方
に
全
力
を
注
ぐ
。

	

（
林
　
昂
汰
）

今年２月、関西学生フィギュアスケート 
競技大会に参加した＝同部提供

お笑いコンビ「アクアキャンディー」の 
佐野寛さん（右）＝事務所提供

◎佐野寛（さの かん）
1996年5月10日生
静岡県静岡市清水区出身
関西学院大学社会学部卒業
在学中、お笑い芸人になることを決意し、当
時決まっていた内定を辞退。芸人の道へ進む。
卒業後、芸能事務所タイタンの養成所に入学。
相方、石井康平とお笑いコンビ「アクアキャ
ンディー」を結成。ステージ上や動画投稿サ
イトユーチューブなど様々な舞台で笑いを発
信中。
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杉山　天真主将（経・４）

体育会 サッカー部

　
弓
道
部
で
は
全
国
大
会
に
も
出

場
し
、
体
育
会
で
は
学
生
本
部
長

も
務
め
る
染
田
さ
ん
。
高
校
か
ら

ギ
ュ
ア
部
門
。
山
田
主
将
の
願
い

は
切
実
だ
。

　
「
早
く
リ
ン
ク
に
立
ち
た
い
。

部
と
し
て
の
氷
上
活
動
は
半
年
近

く
で
き
て
い
な
い
。
大
会
に
出
場

す
る
に
も
大
学
か
ら
の
許
可
が
必

要
だ
。
何
と
か
練
習
時
間
を
確
保

し
て
、
大
会
に
臨
み
た
い
」。

（
田
中
秋
杜
）

　
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
競
技
だ

け
で
は
な
い
。
毎
年
11
月
、
児
童

養
護
施
設
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち

を
招
き
、ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
く
。

「
ス
ケ
ー
ト
の
楽
し
さ
を
伝
え
た

い
」
と
、
１
年
生
が
率
先
し
て
指

導
す
る
。
山
田
主
将
は
「
た
っ
た

一
人
で
全
観
客
の
注
目
を
集
め
ら

れ
る
の
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
魅
力
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
味
わ
え
な

い
」
と
話
し
た
。

　
現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
る
。
11
月
に
は
関
西
イ
ン

カ
レ
を
控
え
る
。
昨
年
は
創
部

以
来
初
の
男
女
総
合
優
勝
を
勝
ち

取
っ
た
。
２
連
覇
を
目
指
す
フ
ィ

　
体
育
会
ス
ケ
ー
ト
部
フ
ィ
ギ
ュ

ア
部
門
の
学
生
が
週
１
回
練
習
し

て
い
た
西
宮
市
内
の
ス
ケ
ー
ト

場
。
今
は
リ
ン
ク
に
学
生
の
姿
が

な
い
。
大
学
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
氷
上
で
の
活
動
を
自
粛
し
て
い

る
か
ら
だ
。
夏
休
み
中
の
合
宿
も

実
施
を
見
送
っ
た
。

　
関
西
イ
ン
カ
レ
（
関
西
学
生
氷

上
競
技
選
手
権
大
会
）
の
男
女
団

体
優
勝
を
目
標
に
29
人
で
活
動
し

て
い
る
。
大
学
か
ら
フ
ィ
ギ
ュ
ア

を
始
め
る
部
員
も
多
い
。
文
学
部

４
年
の
山
田
晋
一
主
将
は
「
経
験

者
と
大
学
か
ら
始
め
た
選
手
が
励

ま
し
合
い
、
関
西
イ
ン
カ
レ
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
話
す
。

体育会 スケート部［フィギュア部門］
vol.27vol.27

氷
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
ま
ま
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門

舞
台
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
活
動

し
て
い
る
。

　
「
１
ミ
リ
で
も
や
り
た
い
と

思
っ
た
ら
や
っ
て
み
る
こ
と
」
が

座
右
の
銘
だ
と
い
う
。
た
だ
、
芸

人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て

た
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
学
生
時
代
か
ら
人
前
に
立
つ

こ
と
が
苦
で
は
な
か
っ
た
。
た

だ
、
就
職
活
動
当
時
、
放
送
作
家

　
「
売
れ
る
の
は
た
っ
た
一
握
り
」。

連
日
テ
レ
ビ
番
組
や
舞
台
で
活
躍

で
き
る
芸
人
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
厳
し
い
世
界
の

扉
を
開
き
、
挑
戦
す
る
卒
業
生
が

い
る
。

　
本
学
卒
業
生
の
佐
野
寛
さ
ん

（
24
）
は
芸
能
事
務
所
タ
イ
タ
ン

所
属
の
芸
人
。お
笑
い
コ
ン
ビ「
ア

ク
ア
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」を
結
成
後
、

の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ
を

裏
か
ら
支
え
る
仕
事
を
志
望
し
て

い
た
。
し
か
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
自
分
で
い
た
い
と
い
う
迷
い
が

常
に
あ
っ
た
」
と
話
す
。
そ
の
決

断
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
座
右
の

銘
の
『
１
ミ
リ
で
も
や
り
た
い

と
思
っ
た
ら
や
っ
て
み
る
こ
と
』

だ
っ
た
。

　
決
断
後
の
佐
野
さ
ん
は
一
直
線

だ
っ
た
。
当
時
決
ま
っ
て
い
た
内

定
に
全
て
断
り
を
入
れ
た
。
卒
業

間
近
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
人
に
心
配
さ
れ
た
。「
た
だ
本

当
に
今
し
か
な
い
。（
卒
業
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
い
う
）
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
て
な
る
も
の
か
と
必
死
だ
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
内
定
を
断
っ
て
、
芸
人
に
な
り

た
い
と
言
っ
た
時
、
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
の
は
大
学
職
員
の
人
た

ち
だ
っ
た
。「（
内
定
を
断
っ
て
）

心
配
が
大
き
か
っ
た
は
ず
だ
っ
た

が
、
素
直
に
応
援
し
て
く
れ
た
の

（
　
年
社
会
学
部
卒
）
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さ
ん

が
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と

佐
野
さ
ん
。

　
最
後
に
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、「
僕
に
と
っ
て
関
学

は
夢
を
応
援
し
、
全
力
で
応
援
し

て
く
れ
る
場
所
だ
っ
た
。
大
学
の

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
特
色
を
最
大
限

に
活
用
し
、
夢
を
追
い
か
け
て
欲

し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状
況

で
す
が
、
大
切
な
４
年
間
を
全
力

で
走
り
抜
け
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。	

（
木
村
航
太
）

始
め
た
弓
道
だ
が
、
全
国
大
会
に

出
場
す
る
ま
で
上
達
し
、
関
学
へ

の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
を
勝
ち
取
っ

た
。
大
学
入
学
当
初
は
周
囲
と
の

レ
ベ
ル
の
差
に
悩
み
な
が
ら
も
、

自
ら
考
え
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
実

践
し
大
学
で
も
全
国
大
会
に
出
場

す
る
ほ
ど
の
実
力
だ
。

　
本
部
長
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は

総
合
関
関
戦
だ
。
関
西
学
院
大
学

と
関
西
大
学
の
体
育
会
が
毎
年
、

各
競
技
で
対
戦
す
る
総
合
関
関

戦
。
1
回
生
で
参
加
し
た
際
の
印

象
を
「
楽
し
か
っ
た
。
体
育
会
の

仲
間
が
互
い
を
応
援
し
あ
い
、
関

関
戦
で
体
育
会
が
一
つ
に
な
っ
て

い
た
」
と
語
る
。

　
関
関
戦
に
強
い
感
銘
を
受
け
た

染
田
さ
ん
は
、
参
加
す
る
だ
け
で

な
く
運
営
か
ら
関
わ
る
こ
と
に
決

め
た
。
2
回
生
で
関
関
戦
の
実
行

染
田
　
隆
道 

さ
ん（
神
・
４
）

体
育
会
学
生
本
部
長
・
弓
道
部

　
「
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
意

味
を
、
嫌
と
言
う
ほ
ど
自
分
自
身

に
問
い
か
け
た
」。
高
校
ま
で
、

ガ
ン
バ
大
阪
の
下
部
組
織
に
所
属

し
て
い
た
杉
山
さ
ん
。
プ
ロ
入
り

を
目
指
す
も
叶
わ
ず
、
地
元
で
強

豪
の
関
西
学
院
大
に
進
学
し
た
。

大
学
生
活
で
ス
ポ
ー
ツ
を
極
め
る

こ
と
の
意
味
を
語
っ
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
に
は
、
約
２
０
０

名
の
部
員
が
在
籍
す
る
。
試
合
に

出
ら
れ
る
の
は
11
名
だ
が
、
試
合

に
出
な
い
選
手
も
必
死
に
応
援

し
、ス
タ
ン
ド
で
勝
利
に
涙
す
る
。

杉
山
さ
ん
は
高
校
時
代
を
振
り
返

り
な
が
ら
「
下
部
組
織
で
は
、
出

場
し
て
い
な
い
試
合
に
は
興
味
を

示
さ
な
い
自
己
中
心
的
な
選
手
が

多
か
っ
た
。
大
学
に
入
り
、
チ
ー

ム
を
思
う
選
手
の
姿
に
心
を
動
か

さ
れ
た
」
と
語
っ
た
。

　
プ
ロ
選
手
の
育
成
を
目
的
と
し

な
い
大
学
で
、
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

る
杉
山
さ
ん
。「
高
校
サ
ッ
カ
ー

に
も
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
に
も
な
い

魅
力
が
あ
る
。
大
学
で
得
ら
れ
る

人
間
的
な
成
長
は
、
サ
ッ
カ
ー
の

技
術
よ
り
も
価
値
が
あ
る
。
競
技

能
力
以
外
の
総
合
的
な
力
を
養
う

こ
と
が
、
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
意
味
だ
」
と
話
す
。

　
来
年
１
月
の
全
国
大
会
後
に
、

引
退
を
控
え
る
。「
就
活
な
ど
は

引
退
し
て
か
ら
で
も
で
き
る
。
残

り
少
な
い
大
学
で
の
サ
ッ
カ
ー
に

１
０
０
％
の
力
を
注
ぐ
」
と
決
意

し
て
い
る
。	

（
林
　
昂
汰
）

委
員
と
な
り
、
後
に
実
行
委
員
長

へ
。
そ
の
後
、
周
囲
か
ら
の
推
薦

も
あ
り
体
育
会
学
生
本
部
長
と

な
っ
た
。

　
本
部
長
に
な
っ
て
か
ら
は
人
前

で
話
す
こ
と
が
増
え
た
。
こ
こ
で

役
に
立
っ
た
の
が
弓
道
部
で
の
経

験
だ
。「
心
の
状
態
が
そ
の
ま
ま

試
合
に
現
れ
る
、
メ
ン
タ
ル
の
ス

ポ
ー
ツ
」
と
い
う
弓
道
で
、
不
安

や
緊
張
に
打
ち
勝
っ
て
結
果
を
残

し
て
き
た
染
田
さ
ん
。「
不
安
に

な
っ
た
時
に
自
分
が
ど
う
す
れ
ば

落
ち
着
け
る
の
か
、
気
持
ち
の
整

理
の
仕
方
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
得

た
方
法
が
本
部
長
と
し
て
の
活
動

に
も
役
に
立
っ
た
」
と
語
る
。

　
弓
道
で
学
ん
だ
心
の
整
理
の
仕

方
を
活
か
し
、
就
活
も
終
え
た
。

12
月
の
全
国
大
会
ま
で
、
体
育
会

学
生
本
部
長
の
役
割
と
弓
道
部
の

活
動
両
方
に
全
力
を
注
ぐ
。

	

（
林
　
昂
汰
）

今年２月、関西学生フィギュアスケート 
競技大会に参加した＝同部提供

お笑いコンビ「アクアキャンディー」の 
佐野寛さん（右）＝事務所提供

◎佐野寛（さの かん）
1996年5月10日生
静岡県静岡市清水区出身
関西学院大学社会学部卒業
在学中、お笑い芸人になることを決意し、当
時決まっていた内定を辞退。芸人の道へ進む。
卒業後、芸能事務所タイタンの養成所に入学。
相方、石井康平とお笑いコンビ「アクアキャ
ンディー」を結成。ステージ上や動画投稿サ
イトユーチューブなど様々な舞台で笑いを発
信中。
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外
見
差
別
■
性
差
別
■
営
利

問
わ
れ
る
あ
り
方

大学ミスコン
　
大
学
の
ミ
ス
コ
ン
は
才
色
兼
備

の
学
生
を
選
ぶ
行
事
と
し
て
、
各

地
の
大
学
で
開
か
れ
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
登
竜
門
に
な
っ
て
き
た
。

関
西
学
院
大
学
で
も
２
０
１
４
年

に
社
会
学
部
を
卒
業
し
た
永
島
優

美
さ
ん
が
11
年
に
「
ミ
ス
キ
ャ
ン

パ
ス
関
西
学
院
」
に
選
ば
れ
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
入
社
し
て
い
る
。

　
大
学
で
ミ
ス
コ
ン
を
開
催
す
る

こ
と
に
は
批
判
や
懸
念
の
声
も
あ

る
。
多
様
な
学
生
が
対
等
に
学
べ

る
場
で
あ
る
大
学
の
名
前
を
冠
し

て
、
画
一
的
な
評
価
で
出
場
者
に

順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
は
批
判
が

あ
る
。
大
学
の
名
前
を
冠
し
た
コ

ン
テ
ス
ト
が
、
協
賛
企
業
の
広
告

活
動
に
協
力
し
て
い
る
点
を
指
摘

し
「
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
は

認
め
ら
れ
な
い
」（
関
西
学
院
大

学
職
員
）
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
東
京
大
学
に
は
ミ
ス
コ
ン
の
開

催
に
反
対
す
る
学
生
団
体
が
あ

る
。
ミ
ス
コ
ン
＆
ミ
ス
タ
ー
コ
ン

を
考
え
る
会
は
大
学
内
で
の
チ
ラ

シ
配
布
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ミ
ス
コ
ン
の

中
止
を
求
め
て
情
報
発
信
し
て
い

る
。

　
昨
年
11
月
、
法
政
大
学
は
学
内

施
設
を
利
用
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
く
こ
と
を
認
め
な
い
と
発
表
。

「
主
観
に
基
づ
い
て
人
を
順
位
付

け
す
る
行
為
は
、『
多
様
な
人
格

へ
の
敬
意
』
に
相
反
す
る
も
の
」

で
あ
り
、容
認
で
き
な
い
と
し
た
。

　
上
智
大
学
は
今
年
、
男
女
別
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
廃
止
し
た
。
性
別

や
国
籍
、
外
見
を
問
わ
ず
、
大
学

を
代
表
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

を
選
ぶ
「
ソ
フ
ィ
ア
ン
ズ
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
模
様
を
変
え
て
実
施
す

る
。
従
来
の
自
己
Ｐ
Ｒ
や
ス
ピ
ー

チ
に
加
え
て
自
身
の
問
題
意
識
に

沿
っ
た
社
会
発
信
も
審
査
対
象
に

し
た
。
今
年
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

は
国
連
が
定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
基
づ
い

た
情
報
発
信
を
す
る
。

　
青
山
学
院
大
学
は
今
年
、
ミ
ス

コ
ン
・
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
に
性
別
を

問
わ
ず
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
明
文
化
し
た
。

　
「
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
関
西
学
院

２
０
２
０
」
は
６
人
の
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
が
出
場
、
来
月
28
日
に
弥

生
の
風
ホ
ー
ル（
大
阪
府
和
泉
市
）

で
グ
ラ
ン
プ
リ
が
選
ば
れ
る
予

定
。
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
に
は
医
療
脱

毛
専
門
の
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
リ

ゼ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」が
つ
い
て
い
る
。

　近
年
、
日
本
各
地
の
大
学
で
開
か
れ
る
「
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
あ
り
方
が
変
化
し
て
い
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
の

廃
止
や
、
性
別
を
不
問
に
す
る
な
ど
対
応
が
広
が
っ
て
い
る
。
大
学
が
や
め
る
よ
う
求
め
た
例
も
あ
る
。
ミ
ス
コ

ン
が
性
差
別
や
ル
ッ
キ
ズ
ム
（
外
見
差
別
）
を
助
長
し
て
い
る
と
い
う
声
の
高
ま
り
が
背
景
に
あ
る
。

（
難
波
千
聖
、
壷
山
千
種
、
松
岡
樹
）

大学 事例

上智大
ミス・ミスターコンテストを
廃止。性別を問わない新しい
コンテストを新設。

青山学院大
東京大 異性のコンテストに出場可能

法政大
京都大
早稲田大

大学内での開催を認めず

10月、関西学院大学新聞調べ

廃
止
や
大
学
が
禁
止
の
例
も

関
学
主
催
者「
一
切
対
応
で
き
て
い
な
い
」

批
判
・
疑
惑
に

　
「
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
関
西
学

院
２
０
２
０
」
を
主
催
す
る
実

行
委
員
で
社
会
学
部
３
年
の
中

尾
仁
美
代
表
は
、
ミ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
に
つ
い
て
批
判
や
疑
念
に

「
一
切
対
応
で
き
て
い
な
い
」

と
し
つ
つ
「
外
見
だ
け
で
審
査

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

強
調
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
60
人
の
応

募
者
の
中
か
ら
書
類
審
査
と
対

面
審
査
で
選
ば
れ
た
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
６
人
が
出
場
。
来
月
28

日
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
ま
る
。

中
尾
代
表
は
「
イ
ベ
ン
ト
の
審

査
基
準
は
非
公
開
だ
が
、
外
見

だ
け
で
判
断
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
実
行
委
員
は
、
関
西
学
院
大

の
学
生
20
人
が
所
属
。
大
学
非

公
認
だ
が
、
大
学
の
名
前
を

使
っ
て
活
動
し
、
協
賛
企
業
の

広
告
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。

中
尾
代
表
は
「
営
利
目
的
で
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
大
学

か
ら
活
動
停
止
を
求
め
ら
れ
た

ら
従
う
し
か
な
い
」と
話
し
た
。

　
近
年
、
性
差
別
や
外
見
差
別

な
ど
の
理
由
か
ら
、
コ
ン
テ
ス

ト
を
廃
止
す
る
大
学
が
増
え
て

い
る
。
関
西
学
院
大
の
ミ
ス
コ

ン
開
催
に
も
、
批
判
や
疑
念
の

声
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
実
行

委
員
は
一
切
対
応
で
き
て
い
な

い
と
し
た
。

「外見だけで審査しているわけではない」

「
特
定
の
価
値
感
で
人
を
判
断
し
て
も
い
い
」

と
い
う
空
気
を
大
学
内
で
助
長

ミ
ス
コ
ン
＆
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
を
考
え
る
会
会

員
の
話
　
大
学
で
の
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
コ
ン

は
中
止
す
べ
き
で
す
。
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
コ

ン
は
、
社
会
に
存
在
す
る
性
差
別
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
規
範
を
肯
定
し
、
再
生
産
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
容
姿
や
振
る
舞
い
に
男
性
的
な
評
価

を
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　
女
性
は
、
日
常
的
に
い
か
に
美
し
い
か
、
男

性
を
立
て
た
振
る
舞
い
が
で
き
る
か
と
い
っ
た

男
性
的
な
評
価
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ

ス
ト
は
こ
う
し
た
評
価
を
露
骨
に
表
現
し
、
特

定
の
価
値
観
で
人
を
判
断
し
て
も
い
い
と
い
う

空
気
を
大
学
内
で
助
長
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
規
範
や
価
値
観
を
問
い
直
す
場
所

で
あ
る
は
ず
の
大
学
で
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン

テ
ス
ト
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
学

が
ど
う
い
う
場
所
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
問

題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
学
生
の
自
治
が
望
ま
れ
る
大
学
で
ど
こ
ま

で
大
学
が
関
与
す
べ
き
か
の
判
断
は
難
し
い

大学の名前を使うべきか
判断が必要

で
す
。「
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
関
西
学
院
」
の
よ

う
に
、
大
学
の
名
前
を
使
い
、
大
学
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
で
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い

る
以
上
、
大
学
当
局
に
も
責
任
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
今
年
、
上
智
大
学
が
ミ
ス
、
ミ
ス
タ
ー
を

決
め
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
廃
止
し
「
ソ
フ
ィ
ア

ン
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
価

値
観
の
押
し
付
け
や
ル
ッ
キ
ズ
ム
を
助
長
し

て
い
る
と
の
批
判
を
受
け
入
れ
た
姿
勢
は
評

価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
貢
献
が
評

価
の
対
象
に
な
り
、
新
た
な
規
範
、
価
値
観

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ル
ッ
キ
ズ
ム
か
ら

完
璧
に
は
脱
却
で
き
ず
、
評
価
基
準
に
容
姿

が
少
し
で
も
入
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

　
規
範
や
価
値
観
の
押
し
付
け
は
日
常
的
に

存
在
し
ま
す
。
そ
れ
を
大
々
的
に
行
う
ミ
ス

コ
ン
を
問
い
直
す
こ
と
で
、
社
会
の
規
範
や

価
値
観
に
抗
う
希
望
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。


